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主な納税環境整備案の概要

デジタルデータ

によるシームレ

スな処理に資す

るための電子取

引データの保存

制度の見直し

請求書等がデータ連携に適したデジタルデ

ータで送受信される場合に、その保存・処

理を自動化するシステムが流通してきたこ

とを受けて、国税庁長官が定める基準に適

合するシステムを使用した上で、一定の要

件を満たして送受信・保存を行う場合に、

その電子データ取引に関連する隠蔽・仮装

行為は重加算税の�％加重の適用対象から

除外する。この見直しにあわせて、�万円

の青色申告特別控除の適用要件も改める。

外国人旅行者向

け免税制度の見

直し

６年度与党大綱で決定した、免税購入品の

国内での横流し等の不正に対応するため、

課税で販売し、事後的に消費税相当額を返

金する「リファンド方式」への見直しに伴

い、免税販売要件を見直す。具体的には、①

一般物品と消耗品の区分を撤廃、②消耗品

の上限額（�万円）を撤廃、③特殊包装を撤

廃、④免税店で販売する際に現在要件とさ

れている「通常生活の用に供するもの」で

あるか否かの判断を不要とする、⑤旅行者

は、購入から�日以内に税関の持出し確認

を受けなければならないこととするなど。

添付書面等記載

事項等のスキャ

ナ読取り等の要

件の見直し等に

よるｅ－Ｔａｘ

の利便性の向上

ｅ－Ｔａｘで申請書面等記載事項及び添付

書面等記載事項をスキャナによる読取り等

により作成する電磁的記録（イメージデー

タ）を送信する場合の階調の要件を、白色

から黒色までの階調が２５６階調以上（グレ

ースケール）とし、このイメージデータの

ファイル形式にＪＰＥＧ形式を加える。

所得税の確定申

告書の添付書類

の見直し

所得税の確定申告書について、小規模企業

共済等掛金控除、生命保険料控除及び地震

保険料控除の適用を受ける場合には、控除

証明書等の添付または提示に代えて、その

記載内容を記載した明細書の添付ができる

こととする。

法人課税信託に

係る所得税の課

税の適正化

信託財産に属する一定の株式の発行法人等

が委託者であること等の要件を満たす「受

益者等の存しない信託（法人課税信託）」

について、受益者等が指定されて法人課税

信託に該当しなくなった場合には、その時

に、受益者等のその株式の取得に係る経済

的利益について給与所得等として課税を行

うこととし、その受益者等はその時の価額

によりその株式を取得したものとする。

退職所得控除の

調整規定等の見

直し

一定の期間内に複数の退職手当等の支払が

あった場合における退職所得控除額の計算

に係る勤続年数の重複排除について、その

者が退職手当等の支払を受けた年以前�年

内（現行：５年内）に確定拠出年金に係る

老齢一時金を受給している場合を重複排除

の対象とする。また、退職所得の源泉徴収

票について税務署長への提出を一律義務化

（現行：役員のみ）する。

非適格合併等に

より移転を受け

る資産等に係る

調整勘定の算定

方法の明確化

無対価の非適格合併等により移転を受ける

資産等に係る調整勘定の金額の算定につい

て、一定の資産評定により移転資産の価値と

移転負債の価値が等しくなる場合において

移転を受ける資産等の対価がないときの資

産調整勘定の金額の算定方法を明確化する。

主 な 記 事

ＳＯに対する課税のＱ＆Ａを改訂 ２面

５事務年度の法人税等の調査事績 ３面

６年度の中学生の「税についての

作文」入選作 ５～８面

　

自

民

党

税

制

調

査

会

（

宮

沢

洋

一

会

長

）

は

�

月

�

日

、

総

会

を

開

催

し

、

令

和

７

年

度

税

制

改

正

に

向

け

た

本

格

的

な

議

論

を

開

始

し

た

。

公

明

党

の

税

制

調

査

会

（

赤

羽

一

嘉

会

長

）

も

同

日

、

総

会

を

開

い

た

。

先

の

衆

院

選

で

過

半

数

割

れ

し

、

少

数

与

党

と

な

っ

て

い

る

両

党

は

税

調

の

開

催

と

並

行

し

て

、

７

年

度

税

制

改

正

法

案

等

へ

の

協

力

を

取

り

付

け

る

た

め

、

国

民

民

主

党

と

「

１

０

３

万

円

の

壁

」

問

題

へ

の

対

応

や

ガ

ソ

リ

ン

減

税

の

実

施

な

ど

同

党

の

求

め

る

改

正

内

容

に

つ

い

て

税

制

協

議

を

行

っ

て

い

る

。

こ

の

協

議

の

開

催

に

よ

り

、

与

党

税

制

改

正

大

綱

の

決

定

が

例

年

よ

り

も

遅

れ

る

可

能

性

が

取

り

沙

汰

さ

れ

て

い

る

。

　

�

月

�

日

の

自

民

税

調

総

会

の

開

催

に

先

立

ち

、

宮

沢

会

長

は

「

今

年

は

与

党

で

決

め

た

も

の

が

成

案

に

な

る

わ

け

で

は

な

い

。

同

時

並

行

で

国

民

民

主

党

を

入

れ

た

３

党

協

議

も

あ

り

、

そ

れ

を

最

終

的

に

ど

う

合

体

さ

せ

る

か

に

な

る

」

と

語

っ

た

う

え

で

、

税

制

改

正

大

綱

の

決

定

が

例

年

よ

り

も

遅

れ

る

可

能

性

が

あ

る

と

の

見

通

し

を

示

し

た

。

続

い

て

�

日

、

�

日

に

は

そ

れ

ぞ

れ

小

委

員

会

が

開

か

れ

、

�

日

は

部

会

等

重

点

要

望

ヒ

ア

リ

ン

グ

、

�

日

は

主

要

検

討

項

目

に

つ

い

て

議

論

し

た

。

　

主

要

検

討

項

目

の

議

論

の

中

で

は

７

年

度

税

制

改

正

に

お

け

る

納

税

環

境

整

備

案

が

示

さ

れ

た

。

納

税

環

境

整

備

は

例

年

、

税

調

で

最

初

に

示

さ

れ

た

案

が

ほ

ぼ

そ

の

ま

ま

翌

年

度

の

税

制

改

正

大

綱

に

盛

り

込

ま

れ

て

お

り

、

税

調

の

序

盤

の

議

論

の

中

で

も

注

目

度

の

高

い

項

目

と

な

る

。

　

示

さ

れ

た

納

税

環

境

整

備

案

の

う

ち

、

主

な

も

の

は

表

の

と

お

り

。

　

こ

の

う

ち

、

デ

ジ

タ

ル

デ

ー

タ

に

よ

る

シ

ー

ム

レ

ス

な

処

理

に

資

す

る

た

め

の

電

子

取

引

デ

ー

タ

の

保

存

制

度

の

見

直

し

は

、

国

税

庁

長

官

の

定

め

る

基

準

に

適

合

す

る

シ

ス

テ

ム

を

使

用

し

た

上

で

、

①

デ

ー

タ

の

送

受

信

と

保

存

を

訂

正

削

除

履

歴

が

残

る

シ

ス

テ

ム

や

そ

も

そ

も

訂

正

削

除

が

で

き

な

い

シ

ス

テ

ム

で

行

う

（

改

ざ

ん

防

止

の

確

保

）

、

②

電

子

取

引

デ

ー

タ

の

金

額

を

訂

正

削

除

を

行

っ

た

上

で

電

子

帳

簿

に

記

録

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

こ

と

、

ま

た

訂

正

削

除

の

事

実

を

確

認

で

き

る

よ

う

に

し

て

お

く

こ

と

（

記

帳

の

適

正

性

確

保

）

、

③

電

子

取

引

デ

ー

タ

と

電

子

帳

簿

と

の

関

連

性

を

相

互

に

確

認

す

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

し

て

お

く

こ

と

（

電

子

帳

簿

と

の

相

互

関

連

性

確

保

）

―

―

の

要

件

を

満

た

し

て

送

受

信

・

保

存

を

行

う

場

合

、

そ

の

電

子

取

引

デ

ー

タ

に

関

連

す

る

隠

蔽

・

仮

装

行

為

で

は

重

加

算

税

の

�

％

加

重

の

適

用

対

象

か

ら

除

外

す

る

こ

と

と

し

て

い

る

。

　

現

行

の

電

子

取

引

デ

ー

タ

の

保

存

制

度

で

は

、

申

告

所

得

税

、

法

人

税

、

消

費

税

に

お

け

る

電

子

取

引

を

行

っ

た

場

合

、

一

定

の

要

件

に

し

た

が

っ

て

電

子

取

引

デ

ー

タ

を

送

受

信

・

保

存

し

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

複

製

・

改

ざ

ん

行

為

が

容

易

で

あ

る

等

の

特

性

に

鑑

み

、

そ

の

電

子

デ

ー

タ

に

関

連

す

る

隠

蔽

・

仮

装

行

為

に

つ

い

て

は

重

加

算

税

を

�

％

加

重

し

て

い

る

。

　

な

お

、

こ

れ

ら

の

見

直

し

後

は

、

�

万

円

の

控

除

の

要

件

に

加

え

て

ｅ

―

Ｔ

ａ

ｘ

に

よ

る

申

告

ま

た

は

優

良

な

電

子

帳

簿

の

保

存

に

よ

り

適

用

で

き

る

「

�

万

円

の

青

色

申

告

特

別

控

除

」

の

適

用

要

件

を

改

め

、

既

存

の

要

件

と

と

も

に

、

前

記

の

要

件

を

満

た

す

シ

ス

テ

ム

を

使

用

し

た

上

で

、

実

際

に

そ

の

要

件

を

満

た

し

得

る

電

子

取

引

デ

ー

タ

を

要

件

に

沿

っ

て

保

存

し

て

い

る

者

（

一

定

の

電

子

帳

簿

を

保

存

し

て

い

る

者

に

限

る

）

に

適

用

で

き

る

こ

と

と

す

る

と

し

て

い

る

。

令

和

　

年

　

月

　

日
６ � ２

第３６２９号
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新

た

な

技

術

が

開

発

さ

れ

た

場

合

に

、

新

興

国

や

途

上

国

で

は

既

存

の

技

術

が

普

及

し

て

い

な

い

た

め

に

新

技

術

が

一

気

に

普

及

す

る

こ

と

が

起

こ

り

得

る

。

こ

の

よ

う

な

現

象

を

「

リ

ー

プ

フ

ロ

ッ

グ

」

（

カ

エ

ル

跳

び

）

と

呼

ぶ

。

他

方

、

危

機

的

な

状

況

に

陥

っ

て

い

て

も

、

変

化

に

よ

っ

て

対

応

す

る

こ

と

が

で

き

て

い

な

い

こ

と

を

「

茹

で

ガ

エ

ル

」

の

よ

う

だ

と

い

う

こ

と

が

あ

る

★

と

も

に

カ

エ

ル

を

用

い

た

言

葉

だ

が

、

真

逆

の

場

面

で

使

わ

れ

る

こ

と

が

多

い

。

そ

し

て

、

茹

で

ガ

エ

ル

は

日

本

の

現

状

を

指

す

言

葉

と

し

て

最

近

よ

く

使

わ

れ

る

★

日

本

の

税

制

や

社

会

保

障

の

仕

組

み

は

、

そ

れ

な

り

に

優

れ

た

も

の

だ

っ

た

と

思

う

。

し

か

し

、

近

年

は

社

会

の

構

造

変

化

に

追

い

つ

け

て

い

な

い

よ

う

に

感

じ

る

。

各

種

の

「

年

収

の

壁

」

問

題

は

、

そ

の

最

た

る

例

だ

ろ

う

。

リ

ー

プ

フ

ロ

ッ

グ

は

無

理

だ

と

し

て

も

、

最

低

限

の

ア

ッ

プ

デ

ー

ト

は

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

Ｚ

）

　☆質疑応答事例を更新　国税

庁は�月�日、質疑応答事例を

更新した。同庁ホームページに

新規掲載事例の一覧が掲載され

ており、その事例数は、所得税

が２件、源泉所得税が１件、譲

渡所得が２件、相続税が４件、

財産の評価が１件、法人税が�

件、消費税が２件、印紙税が３

件の合計�件となっている。

　☆税理士資格オンライン化は

７年夏以降に　デジタル庁は�

月�日、国家資格等のオンライ

ン・デジタル化の予定開始時期

を更新し、これまで令和７年３

月ごろ以降を予定していた税理

士資格の同開始予定時期を７年

夏以降順次に変更した。７年秋

以降順次とされている資格もあ

ることから、夏から秋にかけて

の開始が見込まれる。国家資格

等のオンライン・デジタル化は

各種資格手続のオンライン化や

資格情報の連携等のデジタル化

を図るもの。すでに四つの資格

で登録事項変更届出のオンライ

ン化などが始まっている。

　☆自民議連がイデコ拠出限度

額の大幅引上げを要望　自民党

の資産運用立国議員連盟（会長

＝岸田文雄前首相）は�月�日、

資産運用立国の加速に向けた緊

急提言を取りまとめ、石破茂首

相に申し入れを行った。提言で

は、老後に向けた家計の長期・

安定的な資産形成のさらなる環

境整備を進めるため、確定拠出

年金の拠出限度額（イデコと企

業型確定拠出年金を含む全体）

を拡大させ、第１号被保険者は

月�万円、その他は月�万円に

引き上げることなどを求めてい

る。イデコの拠出限度額は例え

ば第１号被保険者の場合、現在

は月６万８０００円となっており、

大幅な引上げ要望となる。

　☆税務署窓口の受付時間を見

直し　東京国税局は�月�日、

同局管内の全税務署において、

令和７年４月�日以降、納税窓

口における受付時間を原則とし

て、現行の「９時から�時まで」

から「９時から�時まで」に見

直すと発表した。おって、納税

証明書交付請求等の手数料につ

いても、納税窓口における受付

時間と同様に、受付時間を「９

時から�時まで」に見直すとし

ている。

　

国

税

庁

は

�

月

�

日

、

ス

ト

ッ

ク

オ

プ

シ

ョ

ン

に

関

す

る

税

務

上

の

一

般

的

な

取

扱

い

に

つ

い

て

、

質

疑

応

答

形

式

で

取

り

ま

と

め

た

「

ス

ト

ッ

ク

オ

プ

シ

ョ

ン

に

対

す

る

課

税

（

Ｑ

＆

Ａ

）

（

情

報

）

」

を

改

訂

し

た

。

変

更

の

あ

っ

た

主

な

問

答

は

、

問

６

、

７

、

�

、

�

、

�

。

問

答

の

追

加

や

削

除

、

目

次

に

変

更

は

な

い

。

変

更

点

は

、

主

に

令

和

６

年

度

税

制

改

正

で

措

置

さ

れ

た

、

年

間

権

利

行

使

価

額

の

限

度

額

の

引

上

げ

や

発

行

会

社

自

身

に

よ

る

株

式

管

理

ス

キ

ー

ム

な

ど

へ

の

対

応

と

な

っ

て

い

る

。

　

地

方

財

政

審

議

会

（

小

西

砂

千

夫

会

長

）

は

�

月

�

日

、

令

和

７

年

度

地

方

税

制

改

正

等

に

関

す

る

意

見

を

公

表

し

た

。

こ

の

中

で

は

、

資

産

評

価

シ

ス

テ

ム

研

究

セ

ン

タ

ー

が

�

月

に

発

表

し

た

資

産

課

税

の

あ

り

方

に

関

す

る

調

査

研

究

中

間

と

り

ま

と

め

で

対

応

す

べ

き

と

し

て

い

た

「

附

帯

設

備

の

う

ち

家

屋

と

し

て

課

税

す

べ

き

も

の

の

範

囲

を

法

令

上

明

確

化

す

る

こ

と

」

（

�

月

�

日

号

２

面

参

照

）

の

検

討

を

同

審

議

会

も

求

め

て

い

る

。

ま

た

、

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

銀

行

等

の

増

加

に

伴

っ

て

、

道

府

県

民

税

利

子

割

の

税

収

帰

属

の

適

正

化

の

た

め

の

抜

本

的

な

方

策

を

検

討

す

べ

き

な

ど

と

し

た

。

　

こ

の

う

ち

、

道

府

県

民

税

利

子

割

の

税

収

帰

属

に

つ

い

て

、

個

人

住

民

税

の

う

ち

道

府

県

民

税

利

子

割

は

、

住

所

地

課

税

（

個

人

住

民

税

は

原

則

、

住

所

地

の

自

治

体

が

課

税

す

る

こ

と

）

の

例

外

と

し

て

、

金

融

機

関

の

口

座

所

在

地

（

金

融

機

関

所

在

地

）

の

都

道

府

県

が

課

税

す

る

こ

と

と

さ

れ

て

い

る

。

た

だ

、

近

年

は

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

銀

行

等

が

増

加

し

た

こ

と

な

ど

で

納

税

者

住

所

地

と

金

融

機

関

所

在

地

の

都

道

府

県

単

位

で

の

乖

離

が

拡

大

し

、

税

収

帰

属

の

あ

り

方

に

も

影

響

を

及

ぼ

す

状

況

と

な

っ

た

。

そ

こ

で

、

税

収

帰

属

の

適

正

化

の

検

討

を

求

め

る

こ

と

と

な

っ

た

。

　

こ

の

ほ

か

、

�

歳

か

ら

�

歳

ま

で

の

扶

養

控

除

に

つ

い

て

、

６

年

度

与

党

税

制

改

正

大

綱

に

沿

っ

て

縮

小

方

向

で

見

直

し

等

を

行

う

べ

き

と

し

て

い

る

。

　

問

６

の

「

税

制

適

格

ス

ト

ッ

ク

オ

プ

シ

ョ

ン

の

課

税

関

係

」

で

は

、

参

考

と

し

て

６

年

度

改

正

の

概

要

が

追

加

さ

れ

て

い

る

。

　

ス

ト

ッ

ク

オ

プ

シ

ョ

ン

の

行

使

の

際

の

権

利

行

使

価

額

の

年

間

の

合

計

額

が

１

２

０

０

万

円

を

超

え

な

い

こ

と

と

の

要

件

に

つ

い

て

、

付

与

決

議

の

日

に

お

け

る

発

行

会

社

の

設

立

の

日

以

後

の

期

間

が

、

５

年

未

満

で

あ

る

場

合

に

は

そ

の

権

利

行

使

価

額

を

２

で

除

し

て

計

算

し

た

金

額

に

よ

り

、

５

年

以

上

�

年

未

満

で

あ

る

場

合

（

そ

の

発

行

会

社

が

、

付

与

決

議

の

日

に

お

い

て

金

融

商

品

取

引

所

に

上

場

さ

れ

て

い

る

株

式

等

を

発

行

す

る

会

社

以

外

の

会

社

で

あ

る

こ

と

な

ど

の

一

定

の

要

件

を

満

た

す

も

の

で

あ

る

場

合

に

限

る

）

に

は

そ

の

権

利

行

使

価

額

を

３

で

除

し

て

計

算

し

た

金

額

に

よ

り

、

そ

れ

ぞ

れ

判

定

す

る

こ

と

と

し

て

い

る

。

　

こ

の

権

利

行

使

価

額

を

２

ま

た

は

３

で

除

し

て

計

算

し

た

金

額

に

つ

い

て

、

１

回

の

権

利

行

使

に

お

け

る

権

利

行

使

価

額

の

合

計

額

ご

と

に

２

ま

た

は

３

で

除

し

た

金

額

に

１

円

未

満

の

端

数

が

生

じ

る

場

合

に

は

、

１

円

未

満

を

切

り

上

げ

て

算

出

す

る

と

し

て

い

る

（

８

月

�

日

号

４

面

参

照

）

。

　

問

�

の

「

税

制

適

格

ス

ト

ッ

ク

オ

プ

シ

ョ

ン

の

権

利

行

使

価

額

（

契

約

変

更

）

」

で

は

、

契

約

変

更

後

も

税

制

適

格

ス

ト

ッ

ク

オ

プ

シ

ョ

ン

と

し

て

取

り

扱

っ

て

差

し

支

え

な

い

事

例

が

示

さ

れ

て

い

る

（

�

月

４

日

号

２

面

参

照

）

。

　

ま

た

、

問

６

と

問

�

で

は

、

付

与

決

議

の

日

の

（

注

）

が

加

筆

さ

れ

、

次

の

よ

う

に

な

っ

て

い

る

（

加

筆

部

分

は

『

こ

の

「

割

当

に

…

』

以

下

）

。

（

注

）

付

与

決

議

の

日

と

は

、

ス

ト

ッ

ク

オ

プ

シ

ョ

ン

の

割

当

て

に

関

す

る

決

議

の

日

を

い

い

ま

す

。

こ

の

「

割

当

て

に

関

す

る

決

議

」

と

は

、

会

社

法

第

２

４

３

条

第

２

項

の

決

議

（

そ

の

決

議

の

後

に

同

法

第

２

３

８

条

第

２

項

の

決

議

が

行

わ

れ

る

場

合

に

は

、

当

該

決

議

）

を

い

い

ま

す

が

、

募

集

新

株

予

約

権

の

総

数

の

引

受

け

を

行

う

契

約

を

締

結

す

る

場

合

に

は

、

実

質

的

に

対

象

者

に

新

株

予

約

権

が

与

え

ら

れ

る

こ

と

と

な

る

同

法

第

２

３

８

条

第

２

項

の

決

議

（

そ

の

決

議

の

後

に

当

該

契

約

の

承

認

の

決

議

（

同

法

第

２

４

４

条

第

３

項

）

が

行

わ

れ

る

場

合

に

は

、

当

該

決

議

）

を

い

い

ま

す

。

　

政

府

は

�

月

�

日

、

「

国

民

の

安

心

・

安

全

と

持

続

的

な

成

長

に

向

け

た

総

合

経

済

対

策

」

を

閣

議

決

定

し

た

。

事

業

規

模

は

�

兆

円

程

度

と

な

り

、

来

年

１

月

か

ら

電

気

・

ガ

ス

料

金

の

補

助

を

再

開

す

る

こ

と

や

住

民

税

非

課

税

世

帯

一

世

帯

当

た

り

３

万

円

を

目

安

に

給

付

金

を

支

給

（

子

ど

も

は

一

人

当

た

り

２

万

円

を

加

算

）

す

る

こ

と

な

ど

が

盛

り

込

ま

れ

て

い

る

。

経

済

対

策

の

裏

付

け

と

な

る

令

和

６

年

度

補

正

予

算

を

編

成

し

、

開

会

中

の

臨

時

国

会

で

の

成

立

を

目

指

す

。

　

ま

た

、

経

済

対

策

に

は

、

�

月

�

日

に

自

民

、

公

明

、

国

民

民

主

の

３

党

が

経

済

対

策

に

盛

り

込

む

こ

と

で

合

意

し

た

、

い

わ

ゆ

る

「

１

０

３

万

円

の

壁

」

の

７

年

度

税

制

改

正

で

の

引

上

げ

や

ガ

ソ

リ

ン

減

税

（

い

わ

ゆ

る

暫

定

税

率

の

廃

止

を

含

む

）

の

見

直

し

等

に

係

る

内

容

（

�

月

�

日

号

１

面

参

照

）

も

明

記

さ

れ

て

い

る

。

（２）税　の　し　る　べ令和６年（２０２４年） 月 日 　



　

国

税

庁

は

こ

の

ほ

ど

、

令

和

５

事

務

年

度

（

５

年

７

月

～

６

年

６

月

）

の

法

人

税

等

の

調

査

事

績

を

公

表

し

た

。

そ

れ

に

よ

る

と

、

大

口

・

悪

質

な

不

正

計

算

等

が

想

定

さ

れ

る

法

人

へ

の

法

人

税

・

消

費

税

の

実

地

調

査

件

数

は

、

前

年

度

比

５

・

４

％

減

の

５

万

９

０

０

０

件

と

減

少

し

、

過

去

３

番

目

に

低

い

件

数

だ

っ

た

。

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

前

（

平

成

�

事

務

年

度

）

と

比

べ

る

と

�

・

５

％

減

だ

っ

た

。

一

方

、

追

徴

税

額

は

、

同

０

・

９

％

減

の

３

１

９

７

億

円

と

若

干

減

少

し

た

が

、

過

去

最

高

だ

っ

た

前

年

度

に

次

ぐ

金

額

だ

っ

た

。

調

査

１

件

当

た

り

の

追

徴

税

額

は

同

４

・

９

％

増

の

５

４

９

万

７

０

０

０

円

と

前

年

度

を

上

回

り

、

過

去

３

番

目

に

多

い

数

字

と

な

っ

て

い

る

。

　

法

人

税

の

実

地

調

査

を

行

っ

た

５

万

９

０

０

０

件

の

う

ち

、

非

違

が

あ

っ

た

件

数

は

同

３

・

６

％

減

の

４

万

５

０

０

０

件

、

こ

の

う

ち

不

正

計

算

が

あ

っ

た

も

の

が

同

１

・

７

％

増

の

１

万

３

０

０

０

件

だ

っ

た

。

不

正

発

見

割

合

は

、

同

１

・

６

㌽

増

の

�

・

３

％

と

な

っ

て

い

る

。

　

法

人

税

の

申

告

漏

れ

所

得

金

額

は

同

�

・

９

％

増

の

９

７

４

１

億

円

、

こ

の

う

ち

不

正

所

得

金

額

は

同

１

・

１

％

増

の

２

７

７

５

億

円

で

、

追

徴

税

額

は

同

�

・

５

％

増

の

２

１

０

２

億

円

と

増

加

。

　

実

調

率

を

見

る

と

、

同

０

・

２

㌽

減

の

１

・

７

％

で

、

所

管

別

に

見

る

と

税

務

署

所

管

法

人

が

同

０

・

２

㌽

減

の

１

・

７

％

、

調

査

課

所

管

法

人

が

同

１

・

６

㌽

減

の

４

・

３

％

だ

っ

た

。

　

調

査

１

件

当

た

り

に

要

し

た

日

数

は

、

�

・

１

日

で

、

所

管

別

に

見

る

と

税

務

署

所

管

法

人

が

�

・

４

日

、

調

査

課

所

管

法

人

は

１

０

７

・

０

日

と

な

っ

て

い

る

。

　

税

務

署

所

管

法

人

を

対

象

に

実

施

し

た

法

人

税

・

消

費

税

の

簡

易

な

接

触

の

件

数

は

、

同

５

・

０

％

増

の

７

万

件

で

、

申

告

漏

れ

所

得

金

額

は

同

�

・

９

％

増

の

�

億

円

で

過

去

最

高

、

追

徴

税

額

は

同

�

・

９

％

増

の

�

億

円

と

増

加

し

た

。

　

同

庁

は

、

Ａ

Ｉ

を

活

用

し

た

予

測

モ

デ

ル

に

よ

り

、

不

正

が

見

込

ま

れ

る

な

ど

調

査

必

要

度

の

高

い

対

象

を

絞

り

込

ん

で

行

う

実

地

調

査

と

、

申

告

内

容

に

誤

り

等

が

想

定

さ

れ

る

法

人

へ

自

発

的

な

見

直

し

を

要

請

す

る

簡

易

な

接

触

を

組

み

合

わ

せ

、

効

果

的

・

効

率

的

な

調

査

を

行

っ

て

い

く

方

針

だ

。

　

ま

た

、

同

庁

で

は

、

従

来

に

引

き

続

き

「

消

費

税

還

付

申

告

法

人

」

「

海

外

取

引

法

人

」

「

無

申

告

法

人

」

に

対

し

て

積

極

的

な

調

査

を

実

施

し

た

。

　

主

な

調

査

事

例

は

次

の

通

り

（

全

事

例

を

電

子

版

に

掲

載

し

て

お

り

ま

す

。

一

部

の

国

税

局

の

調

査

事

例

も

掲

載

予

定

で

す

）

。

【

無

申

告

法

人

事

案

、

関

東

信

越

国

税

局

管

内

】

　

木

造

住

宅

の

建

築

設

計

を

営

む

調

査

法

人

に

は

、

文

書

照

会

や

電

話

で

再

三

に

わ

た

り

自

主

的

に

申

告

を

行

う

よ

う

行

政

指

導

を

実

施

し

た

が

、

文

書

照

会

を

無

視

す

る

ほ

か

、

「

近

日

中

に

申

告

予

定

で

あ

る

」

と

の

答

弁

を

繰

り

返

す

の

み

で

、

調

査

法

人

か

ら

の

申

告

は

な

か

っ

た

。

　

調

査

法

人

は

、

資

料

情

報

等

か

ら

稼

働

し

て

い

る

こ

と

が

認

め

ら

れ

、

今

後

も

自

主

的

な

申

告

が

見

込

め

な

い

こ

と

か

ら

、

実

地

調

査

に

移

行

し

た

と

こ

ろ

、

代

表

者

は

、

申

告

が

必

要

で

あ

る

こ

と

を

十

分

認

識

し

て

い

た

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

親

族

名

義

の

口

座

に

売

上

代

金

を

振

り

込

ま

せ

、

帳

簿

書

類

も

破

棄

す

る

こ

と

に

よ

り

、

多

額

の

利

益

を

隠

し

、

申

告

を

行

わ

な

か

っ

た

こ

と

が

判

明

し

た

。

　

法

人

税

（

５

年

）

の

申

告

漏

れ

所

得

金

額

は

約

３

０

０

０

万

円

で

、

加

算

税

を

含

む

追

徴

税

額

は

約

１

億

５

０

０

０

万

円

だ

っ

た

（

重

加

算

税

有

り

）

。

　

国

税

庁

は

、

Ａ

Ｉ

・

デ

ー

タ

分

析

を

活

用

す

る

こ

と

で

、

調

査

必

要

度

の

高

い

法

人

を

的

確

に

絞

り

込

み

、

調

査

を

行

っ

て

い

る

。

　

令

和

５

事

務

年

度

に

法

人

税

・

消

費

税

の

実

地

調

査

を

行

っ

た

税

務

署

所

管

法

人

５

万

７

０

０

１

件

（

前

年

度

比

５

・

８

％

減

）

の

う

ち

、

Ａ

Ｉ

を

活

用

し

た

予

測

モ

デ

ル

に

よ

り

調

査

必

要

度

の

高

い

法

人

を

絞

り

込

み

、

申

告

漏

れ

の

可

能

性

が

高

い

と

判

定

さ

れ

た

納

税

者

は

３

万

５

４

７

２

件

（

同

�

・

６

％

増

）

と

全

体

の

�

・

２

％

を

占

め

る

。

　

ま

た

、

税

務

署

所

管

法

人

で

Ａ

Ｉ

を

活

用

し

た

予

測

モ

デ

ル

に

よ

り

申

告

漏

れ

の

可

能

性

が

高

い

と

判

定

さ

れ

た

納

税

者

に

対

す

る

追

徴

税

額

（

法

人

税

等

及

び

消

費

税

等

）

は

１

６

６

５

億

円

（

同

�

・

１

％

増

）

で

、

前

年

度

よ

り

１

９

３

億

円

増

加

。

税

務

署

所

管

法

人

全

体

の

追

徴

税

額

２

１

１

０

億

円

の

�

・

９

％

を

占

め

て

お

り

、

約

８

割

が

Ａ

Ｉ

・

デ

ー

タ

分

析

を

活

用

し

た

も

の

と

な

っ

て

い

る

。

　

同

庁

で

は

、

３

事

務

年

度

か

ら

、

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

に

蓄

積

さ

れ

た

申

告

事

績

や

法

定

調

書

な

ど

を

予

測

モ

デ

ル

で

分

析

を

実

施

。

税

務

職

員

は

、

こ

う

し

た

デ

ー

タ

の

分

析

結

果

と

独

自

に

収

集

し

た

資

料

情

報

等

を

併

せ

て

検

討

す

る

こ

と

に

よ

り

、

調

査

必

要

度

の

高

い

納

税

者

等

を

的

確

に

抽

出

し

、

調

査

必

要

度

の

高

い

納

税

者

に

は

深

度

あ

る

調

査

を

行

う

取

組

み

が

成

果

に

繋

が

っ

て

い

る

。

　

国

税

庁

は

�

月

�

日

、

ｅ

―

Ｔ

ａ

ｘ

ソ

フ

ト

（

Ｗ

Ｅ

Ｂ

版

）

の

「

Ｃ

Ｓ

Ｖ

読

込

」

機

能

に

対

応

し

た

Ｃ

Ｓ

Ｖ

フ

ァ

イ

ル

等

（

ｃ

ｓ

ｖ

形

式

ま

た

は

ｔ

ｘ

ｔ

形

式

）

の

作

成

を

支

援

す

る

「

Ｃ

Ｓ

Ｖ

フ

ァ

イ

ル

等

作

成

・

分

割

ツ

ー

ル

」

を

ｅ

―

Ｔ

ａ

ｘ

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

掲

載

し

た

。

　

ｅ

―

Ｔ

ａ

ｘ

ソ

フ

ト

（

Ｗ

Ｅ

Ｂ

版

）

に

は

送

信

上

限

（

６

９

０

０

レ

コ

ー

ド

程

度

、

か

つ

、

デ

ー

タ

容

量

�

メ

ガ

バ

イ

ト

以

下

）

が

あ

る

が

、

同

ツ

ー

ル

で

は

、

送

信

上

限

を

超

え

る

作

成

済

み

の

フ

ァ

イ

ル

（

ｃ

ｓ

ｖ

形

式

ま

た

は

ｔ

ｘ

ｔ

形

式

）

を

取

り

込

み

、

デ

ー

タ

の

チ

ェ

ッ

ク

後

、

調

書

枚

数

（

レ

コ

ー

ド

数

）

が

最

大

６

０

０

０

件

の

デ

ー

タ

に

分

割

さ

れ

る

た

め

、

ｅ

―

Ｔ

ａ

ｘ

ソ

フ

ト

（

Ｗ

Ｅ

Ｂ

版

）

に

よ

る

送

信

が

可

能

と

な

っ

て

い

る

。

ま

た

、

一

件

別

に

入

力

し

て

フ

ァ

イ

ル

を

作

成

す

る

こ

と

も

で

き

る

と

し

て

い

る

。

　

作

成

・

分

割

可

能

な

調

書

は

、

①

給

与

所

得

の

源

泉

徴

収

票

、

②

退

職

所

得

の

源

泉

徴

収

票

、

③

報

酬

、

料

金

、

契

約

金

及

び

賞

金

の

支

払

調

書

、

④

不

動

産

の

使

用

料

等

の

支

払

調

書

、

⑤

不

動

産

等

の

譲

受

け

の

対

価

の

支

払

調

書

、

⑥

不

動

産

等

の

売

買

又

は

貸

付

け

の

あ

っ

せ

ん

手

数

料

の

支

払

調

書

と

な

っ

て

い

る

。

　

な

お

、

同

ツ

ー

ル

を

利

用

す

る

こ

と

で

、

標

準

フ

ォ

ー

ム

の

仕

様

に

準

拠

し

た

Ｃ

Ｓ

Ｖ

フ

ァ

イ

ル

を

作

成

す

る

こ

と

が

で

き

る

と

し

て

い

る

。

　

ま

た

、

同

庁

は

同

日

、

給

与

所

得

の

源

泉

徴

収

票

情

報

の

マ

イ

ナ

ポ

ー

タ

ル

連

携

に

関

す

る

Ｆ

Ａ

Ｑ

（

事

業

者

向

け

）

な

ど

を

更

新

し

て

お

り

、

同

Ｆ

Ａ

Ｑ

で

は

、

同

ツ

ー

ル

に

関

す

る

内

容

な

ど

が

追

加

さ

れ

て

い

る

。

　

国

税

庁

は

�

月

�

日

、

申

告

書

等

の

控

え

へ

の

収

受

日

付

印

の

押

な

つ

の

見

直

し

に

関

す

る

Ｑ

＆

Ａ

を

更

新

し

た

。

問

７

と

問

８

の

２

問

が

追

加

さ

れ

て

お

り

、

ま

た

、

参

考

と

し

て

当

分

の

間

交

付

す

る

と

さ

れ

て

い

る

リ

ー

フ

レ

ッ

ト

の

窓

口

用

と

郵

送

用

が

掲

載

さ

れ

て

い

る

。

　

同

庁

は

、

令

和

７

年

１

月

か

ら

、

申

告

書

等

の

控

え

に

収

受

日

付

印

の

押

な

つ

を

行

わ

な

い

と

し

て

い

る

。

た

だ

し

、

当

分

の

間

の

対

応

と

し

て

、

窓

口

で

交

付

す

る

リ

ー

フ

レ

ッ

ト

（

今

回

の

見

直

し

の

内

容

と

申

告

書

等

の

提

出

事

実

等

の

確

認

方

法

を

案

内

す

る

も

の

）

に

申

告

書

等

を

収

受

し

た

日

付

や

税

務

署

名

を

記

載

し

た

も

の

を

、

希

望

者

に

渡

す

と

し

て

い

る

。

　

問

７

で

は

、

郵

送

等

に

よ

り

申

告

書

等

を

提

出

す

る

際

に

リ

ー

フ

レ

ッ

ト

の

交

付

を

希

望

す

る

場

合

に

つ

い

て

、

更

新

前

は

「

返

信

用

封

筒

と

申

告

書

等

の

控

え

を

同

封

」

と

な

っ

て

い

た

が

、

更

新

後

は

「

切

手

を

貼

付

し

た

返

信

用

封

筒

を

同

封

」

し

て

く

だ

さ

い

と

な

っ

て

い

る

。

ま

た

、

リ

ー

フ

レ

ッ

ト

に

つ

い

て

、

後

日

交

付

依

頼

や

紛

失

し

た

場

合

の

再

発

行

依

頼

が

あ

っ

た

場

合

は

、

日

付

・

税

務

署

名

の

記

載

さ

れ

て

い

な

い

リ

ー

フ

レ

ッ

ト

を

交

付

す

る

と

し

て

い

る

。

　

問

８

で

は

、

リ

ー

フ

レ

ッ

ト

の

メ

モ

欄

の

利

用

方

法

が

示

さ

れ

て

い

る

。

（３） 税　の　し　る　べ 令和６年（２０２４年） 月 日　



　

本

紙

の

発

行

と

電

子

版

で

の

本

紙

の

配

信

は

月

曜

日

で

す

（

休

刊

を

除

く

）

。

電

子

版

で

は

、

本

紙

の

記

事

の

一

部

を

先

取

り

し

て

、

原

則

、

本

紙

の

発

行

日

・

配

信

日

で

あ

る

月

曜

日

の

３

日

前

と

な

る

金

曜

日

に

配

信

し

ま

す

。

配

信

時

間

は

�

時

以

降

と

な

り

ま

す

。

　

気

に

な

る

記

事

や

あ

と

で

読

み

た

い

記

事

を

「

Ｍ

ｙ

Ｃ

ｌ

ｉ

ｐ

」

に

保

存

で

き

ま

す

。

記

事

は

１

０

０

件

ま

で

保

存

が

可

能

で

、

削

除

も

で

き

ま

す

。

記

事

ペ

ー

ジ

の

上

部

に

あ

る

「

後

で

読

む

Ｍ

ｙ

Ｃ

ｌ

ｉ

ｐ

」

の

ボ

タ

ン

を

ク

リ

ッ

ク

す

る

と

、

そ

の

記

事

が

保

存

さ

れ

ま

す

。

　

本

紙

の

記

事

は

、

Ｐ

Ｄ

Ｆ

形

式

に

よ

り

、

紙

面

の

形

の

ま

ま

閲

覧

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

写

真

等

は

カ

ラ

ー

で

の

表

示

と

な

り

、

印

刷

す

る

こ

と

も

可

能

で

す

。

な

お

、

令

和

６

年

２

月

�

日

号

以

前

の

発

行

号

は

、

電

子

ブ

ッ

ク

形

式

で

の

閲

覧

と

な

り

ま

す

。

　

過

去

の

記

事

を

検

索

・

閲

覧

で

き

ま

す

。

本

紙

の

ニ

ュ

ー

ス

記

事

は

平

成

�

年

１

月

か

ら

収

録

し

て

い

ま

す

。

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

や

タ

ブ

レ

ッ

ト

で

の

閲

覧

も

可

能

で

す

。

ま

た

、

記

事

の

下

に

は

関

連

記

事

の

見

出

し

が

表

示

さ

れ

、

す

ぐ

に

関

連

記

事

を

閲

覧

で

き

ま

す

。

　

一

部

の

判

決

・

裁

決

で

は

、

本

紙

よ

り

多

く

の

情

報

を

盛

り

込

ん

だ

「

詳

細

版

」

を

掲

載

し

て

い

ま

す

。

該

当

記

事

の

ペ

ー

ジ

上

部

に

あ

る

紫

色

の

詳

細

版

ボ

タ

ン

を

ク

リ

ッ

ク

す

る

と

閲

覧

で

き

ま

す

。

通

常

版

ボ

タ

ン

を

ク

リ

ッ

ク

す

る

と

本

紙

記

事

に

戻

り

ま

す

。

　

判

決

や

裁

決

の

記

事

で

、

同

一

事

案

の

判

決

や

裁

決

の

記

事

を

掲

載

し

て

い

る

場

合

は

、

そ

れ

ぞ

れ

の

記

事

が

す

ぐ

に

閲

覧

で

き

る

よ

う

に

リ

ン

ク

を

表

示

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

最

新

の

地

裁

判

決

と

高

裁

判

決

の

記

事

に

は

、

電

子

版

の

み

事

件

番

号

を

掲

載

し

て

い

ま

す

。

　

電

子

版

独

自

の

記

事

を

配

信

し

ま

す

。

「

速

報

ニ

ュ

ー

ス

」

や

「

判

決

速

報

」

で

は

、

本

紙

よ

り

も

早

く

、

重

要

な

情

報

や

注

目

の

判

決

の

記

事

を

お

届

け

し

ま

す

。

「

調

査

事

例

」

で

は

、

当

局

の

法

人

税

や

所

得

税

、

相

続

税

な

ど

に

お

け

る

調

査

事

例

を

配

信

し

て

お

り

、

一

部

の

調

査

事

例

で

は

、

事

例

を

分

か

り

や

す

く

図

解

で

示

し

た

〝

ポ

ン

チ

絵

〟

を

掲

載

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

本

紙

に

掲

載

さ

れ

て

い

な

い

「

非

公

開

裁

決

（

本

紙

未

掲

載

）

」

と

「

査

察

事

件

の

告

発

事

案

」

も

配

信

し

て

い

ま

す

。

　税のしるべ電子版は、本紙の購読者ならどなたでも簡単な利用登

録をするだけでご利用いただけます。電子版には、本紙にはない魅

力がたくさんあります。例えば、本紙には掲載されていない電子版

独自の記事や速報ニュース、電子版限定の連載などが閲覧できます。

また、判決や裁決の記事等で、本紙よりも詳細な内容を盛り込んだ

「詳細版」の掲載、同一事案の判決と裁決のリンク、関

連記事の表示や資料へのリンクなど、電子版だからでき

る機能があります。ここでは、電子版の主なコンテンツ

や機能を紹介します。

＜弊会からの郵送にて購読している方＞

　弊会ホームページまたは税のしるべ電子

版のトップページにある、電子版利用登録

フォームにアクセスし、ＩＤとパスワード

を登録するとご利用いただけます。ＩＤは、

本紙送付時の宛名右下に記載の７桁の数字

（顧客コード）となります。

＜新聞販売店からの配達にて購読している方＞

　電子版利用登録についてご説明させてい

ただきますので、弊会販売管理部（℡�―

３８２９―４１４３）までご連絡をお願いいたしま

す。

　弊会ホームページまたは税のしるべ電子

版から定期刊行物年間購読フォームにアク

セスしていただき、本紙のご購読をお申し

込みください（メールアドレス必須）。

　購読料の請求書送付時にＩＤと仮パスワ

ードをお知らせいたします。仮パスワード

は電子版のログイン画面より任意でご変更

いただけます。

電子版掲載裁決アクセスランキング

　電子版では、これまでに９００件超の国税不服審判所の公表裁

決、非公開裁決を掲載しております。電子版に掲載されている

公表裁決、非公開裁決のうち、過去１年間のアクセス数上位

�件は以下のとおりです。

概要 掲載日

１

特定記録郵便で発送された処分の通知書は配

達完了の記録がされた日が送達日（公表）

令和５年

�月４日

２

希少なフェラーリ等は「生活に通常必要な動

産」に該当せず（非公開）

令和２年

６月�日

３

契約書等による根拠なく外注先に支払った金

銭は交際費等、外注費として損金算入を認め

ず（非公開）

令和６年

１月�日

４

夫の口座から支払われた生命保険料は贈与を

受けたものとする妻の主張を退ける（非公開）

令和６年

１月８日

５

事前確定届出給与として届け出たとおりに支

給されなかった役員給与、経理手続上の過誤

などと主張も全額を損金算入認めず（非公開）

令和５年

�月�日

６

漁業補償として支払った金員は、「支出の相

手方」「支出の目的」「行為の形態」の三要

件満たし交際費等に該当（非公開）

令和３年

８月４日

７

子会社に係る訴訟の弁護士費用等の負担は寄

附金、１００％出資した請求人の損金算入認めず

（非公開）

令和６年

１月�日

８

マンション購入時に交付を受けた商品券は一

時所得、雑所得とする原処分庁の主張を退け

る（非公開）

令和６年

２月�日

９

本件現金は被相続人が生前に請求人らに贈与

したもの、死因贈与により取得との原処分庁

の主張取り消す（非公開）

令和６年

２月７日

�

青色承認申請書の提出なし、繰越欠損金の損

金算入も信義則違反の主張も認めず（非公開）

令和６年

３月６日

（４）税　の　し　る　べ令和６年（２０２４年） 月 日 　



　

私

の

家

に

は

、

ゴ

ミ

箱

が

た

く

さ

ん

あ

る

。

可

燃

ゴ

ミ

、

不

燃

ゴ

ミ

、

資

源

ゴ

ミ

。

カ

ラ

フ

ル

な

ゴ

ミ

箱

達

に

書

か

れ

て

い

る

文

字

に

、

私

は

は

じ

め

「

げ

っ

」

と

顔

を

し

か

め

た

の

を

覚

え

て

い

る

。

母

は

、

い

つ

か

ら

か

ゴ

ミ

の

分

別

を

し

っ

か

り

す

る

よ

う

に

な

っ

た

。

ゴ

ミ

箱

が

増

え

、

ゴ

ミ

捨

て

を

す

る

日

が

増

え

、

ど

れ

が

ど

の

ゴ

ミ

か

分

か

ら

な

く

て

、

ゴ

ミ

箱

達

と

睨

め

っ

こ

す

る

日

が

増

え

た

。

私

は

う

ん

ざ

り

し

な

が

ら

母

に

文

句

を

言

う

。

す

る

と

、

母

に

思

い

も

よ

ら

ぬ

言

葉

を

言

わ

れ

た

。

「

ゴ

ミ

分

別

し

な

い

と

、

税

金

の

無

駄

遣

い

だ

よ

。

」

　

税

金

と

い

う

、

ゴ

ミ

と

は

全

く

関

係

な

さ

そ

う

な

単

語

が

出

て

き

て

、

驚

い

た

。

な

ぜ

、

ゴ

ミ

の

分

別

を

し

な

い

こ

と

が

税

金

の

無

駄

遣

い

に

繋

が

る

の

だ

ろ

う

。

不

思

議

に

思

っ

て

、

詳

し

く

調

べ

て

み

る

と

、

興

味

深

い

記

事

を

見

つ

け

た

。

　

日

本

の

ゴ

ミ

処

理

は

、

税

金

に

よ

っ

て

行

わ

れ

て

い

る

。

市

区

町

村

が

町

を

綺

麗

に

す

る

た

め

に

、

税

金

を

使

用

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

し

か

し

、

本

来

の

ゴ

ミ

処

理

に

か

か

る

お

金

よ

り

も

、

実

際

に

使

わ

れ

て

い

る

お

金

は

多

額

だ

。

な

ぜ

な

ら

ば

、

ゴ

ミ

の

分

別

が

正

し

く

行

わ

れ

て

い

な

い

た

め

に

、

通

常

よ

り

も

ゴ

ミ

処

理

に

手

間

が

か

か

っ

て

し

ま

う

か

ら

な

の

だ

そ

う

だ

。

　

例

え

ば

、

可

燃

ゴ

ミ

の

中

に

ス

プ

レ

ー

缶

や

ラ

イ

タ

ー

な

ど

が

入

っ

て

い

た

場

合

、

清

掃

車

の

中

で

爆

発

が

起

こ

り

、

一

台

千

万

円

と

い

う

清

掃

車

が

使

用

不

可

能

に

な

る

。

実

際

、

年

間

六

百

件

も

の

清

掃

車

火

災

が

起

き

て

い

る

。

更

に

、

可

燃

ゴ

ミ

の

中

に

少

し

で

も

不

燃

ゴ

ミ

が

入

っ

て

い

る

場

合

、

そ

れ

ら

が

積

も

っ

て

焼

却

炉

の

投

入

口

が

詰

ま

っ

て

し

ま

う

こ

と

が

あ

る

。

そ

の

際

、

焼

却

炉

の

火

を

一

度

消

し

て

か

き

出

さ

な

く

て

は

な

ら

な

い

が

、

そ

の

後

の

再

点

火

に

は

三

百

万

も

の

税

金

が

か

か

る

。

　

こ

れ

ら

は

、

私

た

ち

一

人

ひ

と

り

が

丁

寧

に

ゴ

ミ

の

分

別

を

行

い

、

少

し

で

も

ゴ

ミ

処

理

へ

の

負

担

を

な

く

せ

ば

減

ら

せ

た

は

ず

の

「

無

駄

な

税

金

」

だ

。

　

最

近

、

税

金

の

無

駄

遣

い

、

と

い

う

言

葉

を

聞

い

た

。

そ

れ

は

、

ほ

と

ん

ど

が

政

治

家

に

対

す

る

言

葉

で

あ

っ

た

が

、

私

は

、

そ

れ

を

唱

え

た

人

達

に

問

い

た

い

。

「

あ

な

た

は

税

金

を

無

駄

に

し

て

い

ま

せ

ん

か

」

と

。

　

日

本

人

は

税

金

に

対

し

て

厳

し

い

、

と

感

じ

る

こ

と

が

あ

る

。

で

も

、

一

度

だ

け

で

良

い

か

ら

、

違

う

視

点

で

「

税

金

」

の

在

り

方

を

見

て

み

て

ほ

し

い

。

　

自

分

達

が

住

む

街

が

綺

麗

で

い

れ

る

こ

と

、

無

料

で

学

校

に

行

け

る

こ

と

、

安

く

病

気

の

治

療

が

で

き

る

こ

と

、

な

に

よ

り

、

今

私

達

が

生

き

て

い

る

こ

と

。

　

税

金

の

支

え

に

よ

っ

て

、

「

今

」

が

あ

る

。

そ

の

恩

恵

を

、

私

達

は

忘

れ

て

は

な

ら

な

い

。

　

自

分

が

支

払

っ

た

税

金

を

、

「

無

駄

」

に

し

な

い

よ

う

に

、

私

達

に

も

で

き

る

こ

と

が

あ

る

と

知

っ

た

。

少

し

意

識

し

て

、

ゴ

ミ

を

分

け

て

捨

て

る

だ

け

。

た

っ

た

そ

れ

だ

け

で

も

、

た

く

さ

ん

の

「

豊

か

さ

」

が

守

ら

れ

る

。

　

だ

か

ら

私

は

今

日

も

、

ゴ

ミ

を

片

手

に

カ

ラ

フ

ル

な

ゴ

ミ

箱

達

と

睨

め

っ

こ

を

始

め

る

の

で

あ

る

。

　

駅

か

ら

伸

び

る

ま

っ

す

ぐ

な

道

路

。

そ

の

中

央

を

す

べ

る

よ

う

に

進

む

と

黄

色

と

黒

の

路

面

電

車

。

私

が

住

む

宇

都

宮

市

に

開

業

し

た

Ｌ

Ｒ

Ｔ

（

次

世

代

型

路

面

電

車

シ

ス

テ

ム

）

で

あ

る

。

こ

の

Ｌ

Ｒ

Ｔ

に

対

し

、

開

業

前

の

私

に

は

「

税

金

の

無

駄

遣

い

な

の

で

は

な

い

か

。

」

と

の

思

い

が

少

な

か

ら

ず

あ

っ

た

。

そ

の

理

由

は

簡

単

だ

。

私

は

沿

線

に

住

ん

で

い

な

い

た

め

乗

車

す

る

機

会

が

な

く

、

約

六

八

四

億

円

も

の

税

金

が

Ｌ

Ｒ

Ｔ

に

投

入

さ

れ

る

こ

と

に

損

を

し

た

気

分

に

な

っ

て

い

た

の

だ

。

ど

う

せ

な

ら

私

に

関

係

あ

る

も

の

に

税

金

を

使

っ

て

欲

し

い

と

ま

で

思

っ

て

い

た

。

　

宇

都

宮

市

が

Ｌ

Ｒ

Ｔ

導

入

を

決

断

し

た

背

景

に

は

「

子

ど

も

か

ら

高

齢

者

ま

で

誰

も

が

豊

か

で

便

利

に

安

心

し

て

暮

ら

す

こ

と

が

で

き

、

夢

や

希

望

が

か

な

う

」

ス

ー

パ

ー

ス

マ

ー

ト

シ

テ

ィ

の

実

現

を

目

標

と

し

て

掲

げ

て

い

る

こ

と

が

あ

る

。

誰

も

が

自

由

に

移

動

で

き

る

ま

ち

づ

く

り

の

基

軸

に

Ｌ

Ｒ

Ｔ

を

据

え

、

脱

炭

素

型

ラ

イ

フ

・

ワ

ー

ク

ス

タ

イ

ル

へ

の

転

換

や

外

出

機

会

増

加

に

よ

る

健

康

増

進

お

よ

び

地

域

経

済

の

活

性

化

に

つ

な

げ

て

い

こ

う

と

し

て

い

る

。

で

は

、

実

際

に

Ｌ

Ｒ

Ｔ

導

入

に

よ

る

効

果

は

出

て

い

る

の

か

。

先

日

、

開

業

か

ら

一

年

を

迎

え

、

累

計

乗

客

数

は

当

初

予

測

を

二

割

ほ

ど

上

回

る

約

四

七

三

万

人

を

超

え

て

お

り

、

沿

線

の

人

口

増

加

や

地

価

上

昇

と

い

っ

た

経

済

波

及

効

果

も

生

ん

で

い

る

と

報

道

さ

れ

た

。

地

域

の

足

と

し

て

受

け

入

れ

ら

れ

定

着

し

つ

つ

あ

る

こ

と

を

知

り

、

こ

れ

は

税

金

の

使

い

み

ち

と

し

て

適

切

で

あ

っ

た

と

言

え

る

の

で

は

な

い

か

と

の

思

い

が

芽

生

え

た

。

そ

し

て

、

税

金

に

つ

い

て

正

し

く

理

解

し

て

い

な

か

っ

た

自

分

が

間

違

っ

た

判

断

を

し

て

し

ま

っ

て

い

た

こ

と

に

気

が

つ

い

た

。

税

金

は

医

療

や

道

路

、

教

育

や

防

衛

な

ど

さ

ま

ざ

ま

な

形

で

使

わ

れ

て

い

る

。

税

金

は

や

み

く

も

に

配

分

し

た

り

、

個

人

の

利

益

の

た

め

に

使

う

も

の

で

は

な

い

。

ま

た

、

納

税

し

て

い

る

人

だ

け

が

サ

ー

ビ

ス

を

受

け

る

も

の

で

も

な

い

。

ど

こ

か

で

誰

か

の

助

け

に

な

っ

て

い

る

と

い

う

こ

と

を

再

認

識

す

る

機

会

と

な

っ

た

。

　

今

後

少

子

高

齢

化

が

さ

ら

に

進

み

、

税

を

納

め

る

人

は

減

少

す

る

の

に

福

祉

や

医

療

に

使

う

税

金

は

ま

す

ま

す

増

大

し

て

い

く

こ

と

は

想

像

に

難

く

な

い

。

だ

か

ら

こ

そ

、

貴

重

な

税

金

を

ど

こ

に

配

分

し

何

に

使

う

の

か

、

そ

れ

ら

は

適

切

に

活

用

さ

れ

て

い

る

の

か

今

一

度

考

え

る

必

要

が

あ

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

そ

し

て

、

私

た

ち

は

税

金

に

対

し

て

学

び

を

深

め

正

し

い

知

識

を

身

に

付

け

る

こ

と

で

、

納

税

の

意

義

や

役

割

、

正

し

い

税

金

の

使

い

み

ち

を

判

断

で

き

る

視

野

の

広

い

大

人

に

成

長

し

て

い

く

こ

と

が

可

能

で

あ

る

と

考

え

る

。

社

会

基

盤

を

支

え

、

私

た

ち

の

豊

か

な

暮

ら

し

を

未

来

へ

と

繋

げ

て

い

く

役

割

を

担

っ

て

い

る

税

金

。

こ

れ

か

ら

は

何

気

な

い

毎

日

の

生

活

の

中

で

誰

か

の

尊

い

税

に

よ

る

恩

恵

を

受

け

て

い

る

こ

と

に

感

謝

し

、

教

科

書

や

施

設

を

大

事

に

使

う

、

自

動

車

で

は

な

く

Ｌ

Ｒ

Ｔ

を

利

用

す

る

、

な

ど

自

分

に

で

き

る

こ

と

を

積

極

的

に

行

う

こ

と

で

貴

重

な

税

金

を

大

切

に

使

い

た

い

。

ま

だ

子

供

だ

か

ら

と

大

人

に

丸

投

げ

す

る

の

で

は

な

く

、

関

心

を

持

ち

続

け

行

動

に

移

す

こ

と

が

将

来

の

納

税

者

で

あ

る

私

た

ち

に

求

め

ら

れ

て

い

る

と

思

う

。

　

「

税

」

に

つ

い

て

の

作

文

を

書

く

に

あ

た

っ

て

父

と

話

し

て

い

る

と

、

滋

賀

県

で

導

入

を

検

討

さ

れ

て

い

る

と

い

わ

れ

て

い

る

「

交

通

税

」

と

い

う

も

の

を

知

り

、

ど

の

よ

う

な

も

の

な

の

か

興

味

が

わ

き

、

調

べ

て

み

ま

し

た

。

　

交

通

税

は

、

名

前

は

ま

だ

仮

称

で

す

。

現

在

で

も

税

収

を

含

む

県

の

収

入

の

中

か

ら

各

交

通

会

社

に

補

助

し

て

い

ま

す

が

、

バ

ス

や

地

域

鉄

道

な

ど

の

地

域

交

通

の

維

持

費

用

を

将

来

新

た

に

「

交

通

税

」

と

い

う

税

金

を

作

る

こ

と

で

地

域

交

通

に

充

て

る

と

い

う

方

式

が

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

実

現

す

れ

ば

「

全

国

初

」

と

な

る

こ

の

税

の

目

的

は

、

「

地

域

公

共

交

通

を

存

続

さ

せ

る

た

め

」

で

す

。

人

口

減

少

や

コ

ロ

ナ

禍

を

経

た

生

活

ス

タ

イ

ル

の

変

化

な

ど

に

伴

っ

て

、

鉄

道

や

バ

ス

な

ど

の

利

用

者

が

大

幅

に

減

り

、

地

域

の

足

で

あ

る

公

共

交

通

の

経

営

は

厳

し

さ

を

増

し

て

い

ま

す

。

そ

う

い

っ

た

背

景

が

あ

り

、

「

公

共

交

通

を

使

う

人

も

使

わ

な

い

人

も

み

ん

な

で

支

え

て

い

こ

う

」

と

い

う

考

え

方

が

、

新

た

な

課

税

に

は

反

映

さ

れ

て

い

る

の

で

す

。

　

私

は

こ

の

こ

と

を

知

り

、

交

通

税

を

滋

賀

県

が

導

入

す

る

こ

と

で

、

滋

賀

の

公

共

交

通

を

維

持

で

き

る

と

い

う

大

き

な

メ

リ

ッ

ト

が

あ

る

た

め

、

こ

の

税

の

導

入

に

共

感

し

ま

し

た

。

　

し

か

し

、

メ

リ

ッ

ト

ば

か

り

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

そ

れ

は

、

県

民

の

負

担

が

増

え

る

こ

と

に

加

え

、

地

域

公

共

交

通

機

関

の

非

利

用

者

に

不

公

平

感

が

出

て

し

ま

う

こ

と

で

す

。

例

え

ば

、

自

分

の

車

を

持

っ

て

お

ら

ず

、

移

動

手

段

が

電

車

や

バ

ス

な

ど

の

公

共

交

通

機

関

し

か

な

い

と

い

う

人

に

は

こ

の

「

交

通

税

」

と

い

う

も

の

の

メ

リ

ッ

ト

は

大

き

い

で

し

ょ

う

。

で

は

、

自

分

の

車

を

持

っ

て

い

る

人

の

場

合

は

ど

う

で

し

ょ

う

か

。

こ

の

場

合

、

公

共

交

通

機

関

を

利

用

し

な

く

て

も

自

分

の

車

で

移

動

す

る

こ

と

が

で

き

て

し

ま

う

た

め

、

こ

の

税

は

た

だ

の

負

担

増

で

デ

メ

リ

ッ

ト

と

感

じ

ら

れ

る

の

で

す

。

　

私

は

こ

の

反

対

意

見

を

知

っ

て

、

前

述

し

た

自

分

の

意

見

に

自

信

が

持

て

な

く

な

り

ま

し

た

。

や

は

り

ま

だ

社

会

経

験

の

浅

い

中

学

生

の

私

に

は

「

税

」

に

つ

い

て

信

念

を

持

っ

て

意

見

を

述

べ

る

だ

け

の

知

識

が

不

足

し

て

い

る

と

痛

感

し

ま

し

た

。

そ

れ

で

も

、

色

々

と

調

べ

て

い

く

中

で

税

の

こ

と

を

考

え

て

い

く

と

い

う

こ

と

は

社

会

全

体

の

こ

と

を

考

え

る

こ

と

に

通

じ

る

と

い

う

気

づ

き

も

生

ま

れ

ま

し

た

。

ま

さ

に

税

と

い

う

も

の

を

介

し

て

、

社

会

が

つ

な

が

っ

て

い

る

の

だ

と

思

い

ま

す

。

　

ま

た

、

そ

も

そ

も

県

が

独

自

に

新

た

な

税

目

を

作

る

こ

と

が

で

き

る

こ

と

も

今

回

初

め

て

知

り

、

税

を

身

近

に

感

じ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

が

、

逆

に

い

く

ら

で

も

新

し

い

税

目

が

で

き

て

、

将

来

ど

ん

ど

ん

負

担

が

増

え

る

の

で

は

な

い

か

と

い

う

不

安

も

覚

え

ま

し

た

。

　

今

の

税

収

が

適

切

に

使

わ

れ

て

い

る

か

、

新

し

い

税

目

が

本

当

に

必

要

か

、

そ

う

い

っ

た

こ

と

を

自

分

で

も

判

断

で

き

る

よ

う

、

今

後

も

社

会

の

動

き

に

関

心

を

持

ち

、

勉

強

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

　

そ

し

て

、

将

来

は

納

得

し

て

納

税

で

き

る

社

会

人

に

な

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

　

み

な

さ

ん

は

Ｏ

Ｄ

Ａ

を

知

っ

て

い

る

だ

ろ

う

か

？

Ｏ

Ｄ

Ａ

と

は

開

発

途

上

地

域

の

開

発

を

行

う

政

府

の

国

際

援

助

の

事

だ

。

ち

な

み

に

、

そ

の

財

源

は

税

金

で

賄

わ

れ

て

い

る

。

今

ま

で

僕

が

持

っ

て

い

る

税

金

の

知

識

は

、

「

国

民

か

ら

集

め

た

お

金

を

、

み

ん

な

の

た

め

に

使

う

シ

ス

テ

ム

」

と

い

う

程

度

だ

っ

た

の

だ

が

、

こ

の

「

み

ん

な

の

た

め

に

」

の

部

分

を

考

え

さ

せ

ら

れ

る

出

来

事

が

今

年

の

夏

休

み

に

起

こ

っ

た

。

　

僕

は

、

こ

の

夏

、

Ｊ

Ｉ

Ｃ

Ａ

の

海

外

研

修

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

一

環

で

フ

ィ

リ

ピ

ン

を

訪

れ

た

。

そ

の

際

、

Ｏ

Ｄ

Ａ

の

現

場

を

見

学

す

る

機

会

に

恵

ま

れ

た

。

僕

が

訪

れ

た

の

は

、

Ｅ

Ｆ

Ｃ

Ｏ

Ｓ

・

パ

ッ

シ

グ

・

マ

リ

キ

ナ

川

河

川

改

修

事

業

フ

ェ

ー

ズ

４

で

あ

る

。

フ

ィ

リ

ピ

ン

の

マ

ニ

ラ

は

平

野

で

大

き

な

川

が

流

れ

て

い

て

、

多

く

の

人

口

が

集

中

し

て

住

ん

で

い

る

。

台

風

の

多

発

す

る

こ

の

地

域

は

常

に

治

水

上

の

リ

ス

ク

に

さ

ら

さ

れ

て

お

り

、

そ

の

課

題

を

克

服

す

る

た

め

に

、

日

本

か

ら

技

術

者

が

派

遣

さ

れ

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

の

技

術

者

と

協

力

し

て

対

策

を

進

め

て

い

る

。

フ

ィ

リ

ピ

ン

同

様

に

水

害

の

多

い

日

本

は

、

長

年

の

経

験

と

技

術

を

活

か

し

て

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

を

サ

ポ

ー

ト

し

て

い

る

。

そ

し

て

、

そ

の

サ

ポ

ー

ト

は

堤

防

づ

く

り

と

い

っ

た

ハ

ー

ド

面

に

と

ど

ま

ら

ず

、

川

に

ゴ

ミ

を

捨

て

な

い

よ

う

に

地

元

住

民

に

呼

び

か

け

た

り

、

避

難

訓

練

を

し

た

り

と

い

っ

た

ソ

フ

ト

面

に

ま

で

及

ん

で

い

る

。

更

に

、

日

本

と

フ

ィ

リ

ピ

ン

の

技

術

者

の

方

た

ち

は

一

緒

に

ラ

ジ

オ

体

操

や

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

を

楽

し

ん

だ

り

と

非

常

に

仲

が

良

い

と

い

う

お

話

も

聞

い

た

。

彼

ら

が

築

い

て

い

る

の

は

堤

防

だ

け

で

は

な

く

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

と

日

本

の

信

頼

関

係

と

明

る

い

未

来

な

ん

だ

と

僕

は

思

っ

た

。

　

日

本

に

帰

国

し

て

、

僕

は

Ｏ

Ｄ

Ａ

に

つ

い

て

気

に

な

り

調

べ

て

み

た

。

二

〇

二

四

年

の

デ

ー

タ

に

よ

る

と

、

発

展

途

上

国

へ

の

経

済

協

力

費

は

五

千

四

十

一

億

円

で

、

全

体

の

歳

出

の

〇

・

四

％

を

占

め

て

い

た

。

「

国

内

に

解

決

す

べ

き

問

題

が

た

く

さ

ん

あ

る

の

に

、

海

外

に

税

金

を

使

う

な

ん

て

間

違

っ

て

い

る

」

と

言

う

人

も

い

る

か

も

し

れ

な

い

。

し

か

し

、

ち

ょ

っ

と

考

え

て

み

て

ほ

し

い

。

日

本

は

島

国

で

資

源

が

乏

し

い

。

し

か

も

少

子

高

齢

化

が

進

み

こ

れ

か

ら

も

ど

ん

ど

ん

働

き

手

は

減

り

続

け

る

だ

ろ

う

。

更

に

、

戦

争

の

な

い

平

和

な

日

本

が

続

く

よ

う

に

と

願

う

な

ら

ば

、

国

際

協

力

は

必

要

不

可

欠

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

発

展

途

上

国

へ

の

援

助

を

通

し

て

絆

を

深

め

、

一

緒

に

発

展

し

て

い

っ

た

先

に

、

日

本

の

輝

か

し

い

未

来

が

あ

る

と

僕

は

信

じ

て

い

る

。

そ

し

て

、

僕

た

ち

は

税

金

を

通

し

て

、

発

展

途

上

国

を

応

援

し

て

い

る

の

だ

。

　

僕

は

こ

の

夏

の

体

験

を

、

で

き

る

だ

け

多

く

の

人

と

共

有

し

た

い

と

思

っ

て

い

る

。

マ

ニ

ラ

で

は

、

ス

ト

リ

ー

ト

チ

ル

ド

レ

ン

を

保

護

す

る

施

設

も

訪

れ

、

そ

こ

で

も

や

は

り

日

本

政

府

の

援

助

、

即

ち

税

金

が

使

わ

れ

て

い

た

。

「

勉

強

で

き

て

う

れ

し

い

」

と

語

る

子

供

た

ち

を

前

に

、

勉

強

嫌

い

の

僕

は

恥

ず

か

し

い

気

持

ち

に

な

っ

た

し

、

「

将

来

は

国

の

役

に

立

ち

た

い

」

と

言

う

子

供

た

ち

に

対

し

て

は

尊

敬

の

念

を

抱

い

た

。

そ

し

て

彼

ら

は

口

々

に

「

日

本

の

み

な

さ

ん

本

当

に

あ

り

が

と

う

」

と

言

っ

て

い

た

。

僕

は

日

本

人

と

し

て

、

と

て

も

誇

ら

し

い

気

持

ち

に

な

っ

た

。

「

み

ん

な

の

た

め

に

」

税

金

は

使

わ

れ

て

い

た

。

（５） 税　の　し　る　べ 令和６年（２０２４年） 月 日　



　

私

の

住

む

石

垣

島

の

隣

に

は

竹

富

島

と

い

う

小

さ

な

島

が

あ

り

ま

す

。

竹

富

島

は

昔

な

が

ら

の

沖

縄

の

町

並

み

が

有

名

で

、

毎

年

多

く

の

観

光

客

が

訪

れ

る

島

で

す

。

今

回

私

が

こ

の

作

文

を

書

く

為

、

母

に

身

近

な

税

金

を

聞

い

て

み

た

と

こ

ろ

、

そ

の

竹

富

島

で

訪

問

税

と

い

う

税

を

設

け

る

事

を

検

討

し

て

い

る

と

知

り

ま

し

た

。

そ

こ

で

私

は

訪

問

税

に

つ

い

て

調

べ

て

み

る

事

に

し

ま

し

た

。

　

ま

ず

訪

問

税

と

は

島

を

訪

れ

る

人

に

課

さ

れ

る

税

で

去

年

厳

島

神

社

が

あ

る

宮

島

で

設

け

ら

れ

た

税

で

す

。

現

在

竹

富

島

で

は

三

百

円

の

入

島

料

を

任

意

で

徴

収

し

て

い

る

様

で

す

が

任

意

の

為

、

強

制

権

が

無

く

、

徴

収

率

は

十

四

パ

ー

セ

ン

ト

と

か

な

り

少

な

い

よ

う

で

す

。

そ

こ

で

訪

問

税

が

必

要

と

な

り

ま

す

。

で

す

が

去

年

か

ら

訪

問

税

を

取

り

入

れ

た

宮

島

で

は

一

人

一

回

の

入

島

で

百

円

が

課

さ

れ

て

い

る

と

こ

ろ

竹

富

島

で

は

そ

の

二

十

倍

と

な

る

二

千

円

も

の

訪

問

税

を

検

討

し

て

い

る

そ

う

で

す

。

こ

の

竹

富

島

の

訪

問

税

の

用

途

は

大

き

く

分

け

て

二

つ

あ

り

ま

す

。

一

つ

目

は

観

光

客

が

持

ち

込

む

ゴ

ミ

へ

の

対

応

で

す

。

竹

富

島

に

も

小

型

焼

却

炉

は

あ

り

ま

す

が

、

燃

や

す

ゴ

ミ

し

か

処

理

出

来

な

い

た

め

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

や

燃

や

さ

な

い

ゴ

ミ

な

ど

は

一

度

石

垣

島

へ

運

び

、

そ

こ

か

ら

西

表

島

や

沖

縄

本

島

に

運

ぶ

必

要

が

あ

る

そ

う

で

、

ゴ

ミ

処

理

だ

け

で

も

膨

大

な

費

用

が

か

か

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

二

つ

目

は

観

光

客

が

快

適

に

過

ご

す

為

の

イ

ン

フ

ラ

整

備

で

す

。

例

え

ば

無

料

ワ

イ

フ

ァ

イ

の

整

備

や

ト

イ

レ

を

洋

式

に

改

変

す

る

こ

と

、

水

道

施

設

の

改

修

等

が

あ

り

ま

す

。

し

か

し

島

民

の

間

で

は

二

千

円

と

い

う

高

額

な

設

定

に

対

し

て

賛

否

両

論

が

あ

る

そ

う

で

す

。

賛

成

側

の

意

見

と

し

て

は

ト

イ

レ

な

ど

の

公

共

施

設

に

使

っ

て

も

ら

え

る

の

で

あ

れ

ば

良

い

と

い

う

意

見

や

、

こ

の

く

ら

い

の

税

を

払

っ

て

で

も

入

島

す

る

魅

力

が

あ

り

、

魅

力

を

維

持

す

る

為

に

も

必

要

な

ど

と

い

う

意

見

が

出

て

い

ま

す

。

一

方

で

反

対

側

の

意

見

と

し

て

は

観

光

業

に

携

わ

っ

て

生

計

を

立

て

て

い

る

町

民

か

ら

は

税

に

よ

っ

て

の

観

光

客

の

減

少

に

不

安

の

声

が

多

く

上

が

っ

て

い

ま

す

。

そ

し

て

こ

の

よ

う

な

意

見

か

ら

訪

問

税

を

千

円

に

す

る

と

決

定

し

た

よ

う

で

す

。

　

今

回

訪

問

税

に

つ

い

て

調

べ

て

み

て

私

は

訪

問

税

の

導

入

に

賛

成

で

す

。

な

ぜ

な

ら

、

今

の

竹

富

島

の

現

状

を

理

解

し

て

も

ら

い

、

島

民

と

観

光

客

が

快

適

に

共

存

で

き

た

ら

良

い

と

思

う

か

ら

で

す

。

ま

た

、

現

存

全

国

の

観

光

地

で

問

題

と

な

っ

て

い

る

オ

ー

バ

ー

ツ

ー

リ

ズ

ム

で

す

が

竹

富

島

も

例

外

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

そ

こ

で

こ

の

訪

問

税

を

取

り

入

れ

る

こ

と

に

よ

っ

て

小

さ

な

島

と

観

光

客

の

バ

ラ

ン

ス

が

取

れ

、

オ

ー

バ

ー

ツ

ー

リ

ズ

ム

の

解

消

に

繋

が

る

の

で

は

な

い

か

と

私

は

思

い

ま

す

。

　

税

と

言

わ

れ

る

と

難

し

く

堅

苦

し

い

も

の

と

い

う

印

象

が

付

き

や

す

い

で

す

が

今

回

の

訪

問

税

だ

け

で

は

な

く

所

得

税

や

消

費

税

な

ど

の

全

て

の

税

も

国

や

国

民

の

生

活

等

の

た

め

に

使

わ

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

美

し

い

竹

富

島

の

守

り

方

は

時

代

の

変

化

と

共

に

変

え

て

い

く

必

要

が

あ

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

無

駄

に

し

な

い

よ

う

に

。

加

藤

　

茉

奈

（

名

古

屋

市

立

高

針

台

中

学

校

３

年

）

税

へ

の

関

心

を

持

ち

続

け

よ

う

岩

佐

　

　

葵

（

宇

都

宮

大

学

共

同

教

育

学

部

附

属

中

学

校

３

年

）

税

で

つ

な

が

る

社

会

奥

村

　

心

媛

（

滋

賀

・

草

津

市

立

草

津

中

学

校

３

年

）

О

Ｄ

Ａ

政

府

開

発

援

助

と

は

越

智

　

晴

己

（

大

阪

教

育

大

学

附

属

池

田

中

学

校

３

年

）

税

を

支

払

う

、

幸

せ

を

も

ら

う

。

篠

田

　

涼

帆

（

北

海

道

・

長

万

部

町

立

長

万

部

中

学

校

３

年

）

「

税

で

守

ら

れ

て

い

る

私

た

ち

の

暮

ら

し

」

山

田

　

望

愛

（

北

海

道

・

北

見

市

立

端

野

中

学

校

３

年

）

問

題

を

解

決

す

る

「

税

」

日

景

　

千

晴

（

青

森

・

弘

前

市

立

第

三

中

学

校

１

年

）

生

き

る

た

め

の

大

切

な

会

費

守

谷

　

凰

甫

（

宮

城

・

学

校

法

人

古

川

学

園

古

川

学

園

中

学

校

３

年

）

税

の

可

能

性

は

無

限

大

渡

部

　

小

夏

（

福

島

・

会

津

若

松

市

立

河

東

学

園

９

年

）

税

金

が

守

る

地

震

被

災

者

の

笑

顔

野

末

　

有

紗

（

茨

城

県

立

並

木

中

等

教

育

学

校

２

年

）

防

災

と

税

金

倉

田

　

遥

和

（

群

馬

・

新

島

学

園

中

学

校

３

年

）

税

に

よ

っ

て

起

き

た

奇

跡

平

野

　

葵

生

（

埼

玉

・

本

庄

市

立

本

庄

南

中

学

校

２

年

）

税

の

力

、

こ

の

地

か

ら

清

水

　

悠

哉

（

埼

玉

・

白

岡

市

立

白

岡

中

学

校

３

年

）

税

と

子

供

の

権

利

～

未

来

に

向

け

て

～

栗

原

み

の

り

（

埼

玉

・

ふ

じ

み

野

市

立

福

岡

中

学

校

２

年

）

「

私

達

の

未

来

」

を

創

る

泉

　

あ

す

か

（

新

潟

市

立

横

越

中

学

校

３

年

）

税

の

向

こ

う

側

相

澤

　

　

歩

（

長

野

・

松

本

市

立

筑

摩

野

中

学

校

２

年

）

期

待

さ

れ

た

未

来

を

生

き

る

本

間

　

紗

紀

（

千

葉

・

四

街

道

市

立

四

街

道

北

中

学

校

３

年

）

助

け

合

う

税

寺

沢

　

明

澄

（

千

葉

・

流

山

市

立

北

部

中

学

校

３

年

）

税

金

の

使

い

道

知

っ

て

！

稲

垣

　

心

寧

（

東

京

・

江

戸

川

区

立

小

岩

第

一

中

学

校

１

年

）

税

金

で

よ

り

よ

い

暮

ら

し

を

髙

野

　

真

生

（

東

京

・

港

区

立

六

本

木

中

学

校

３

年

）

税

の

助

け

岡

﨑

　

　

紫

（

東

京

・

小

平

市

立

小

平

第

五

中

学

校

３

年

）

名

前

も

知

ら

な

い

「

誰

か

」

の

お

か

げ

で傍

士

　

夏

妃

（

東

京

・

調

布

市

立

第

六

中

学

校

３

年

）

「

悪

い

イ

ン

フ

レ

」

の

突

破

口

髙

橋

　

遼

馬

（

神

奈

川

・

座

間

市

立

相

模

中

学

校

３

年

）

「

税

」

に

対

す

る

新

た

な

視

点

川

西

カ

ン

ナ

（

神

奈

川

・

北

鎌

倉

女

子

学

園

中

学

校

３

年

）

税

金

の

重

要

性

と

必

要

性

雨

宮

優

梨

香

（

山

梨

・

駿

台

甲

府

中

学

校

１

年

）

未

来

へ

の

バ

ト

ン

舩

橋

　

舞

有

（

金

沢

大

学

人

間

社

会

学

域

学

校

教

育

学

類

附

属

中

学

校

３

年

）

感

謝

を

納

め

る

小

俣

　

昂

子

（

福

井

大

学

教

育

学

部

附

属

義

務

教

育

学

校

８

年

）

森

林

の

未

来

を

描

く

税

菅

原

　

佳

奈

（

静

岡

市

立

清

水

第

七

中

学

校

３

年

）

困

っ

た

と

き

は

お

互

い

様

藤

井

　

智

聖

（

愛

知

・

学

校

法

人

金

城

学

院

金

城

学

院

中

学

校

３

年

）

拍

子

抜

け

す

る

ほ

ど

の

風

景

樋

口

　

栞

奈

（

愛

知

・

愛

西

市

立

佐

屋

中

学

校

３

年

）

観

光

客

と

一

緒

に

守

る

伝

統

文

化

中

島

美

妃

奈

（

京

都

市

立

高

野

中

学

校

３

年

）

「

空

か

ら

見

る

税

金

」

奥

谷

　

漱

有

（

大

阪

星

光

学

院

中

学

校

３

年

）

渋

沢

栄

一

を

通

し

て

税

を

考

え

る

西

川

　

結

愛

（

神

戸

市

立

長

峰

中

学

校

３

年

）

「

助

け

合

い

の

架

け

橋

」

大

杉

　

　

陸

（

兵

庫

・

宝

塚

市

立

光

ガ

丘

中

学

校

３

年

）

も

し

も

税

の

仕

組

み

が

無

か

っ

た

ら

安

井

　

友

那

（

奈

良

教

育

大

学

附

属

中

学

校

３

年

）

「

税

金

で

繋

ぐ

未

来

へ

の

バ

ト

ン

」

北

野

伊

武

季

（

和

歌

山

大

学

教

育

学

部

附

属

中

学

校

３

年

）

今

こ

そ

、

税

に

つ

い

て

考

え

る

べ

き

だ

！白

尾

　

駿

弥

（

山

口

・

宇

部

市

立

藤

山

中

学

校

３

年

）

税

と

権

利

山

根

　

　

愛

（

山

口

・

岩

国

市

立

周

東

中

学

校

２

年

）

本

当

の

税

・

導

入

し

て

み

た

い

税

冨

�

　

亜

弥

（

岡

山

市

立

竜

操

中

学

校

３

年

）

姉

は

将

来

の

国

税

調

査

官

岸

　

　

凜

穏

（

香

川

・

多

度

津

町

立

多

度

津

中

学

校

３

年

）

暮

ら

し

と

税

金

岩

崎

　

　

葵

（

愛

媛

・

新

居

浜

市

立

中

萩

中

学

校

３

年

）

命

を

救

っ

た

税

金

石

川

　

美

月

（

福

岡

市

立

城

南

中

学

校

３

年

）

私

の

生

活

を

支

え

る

も

の

毛

利

　

真

琴

（

福

岡

・

福

津

市

立

福

間

中

学

校

３

年

）

税

金

の

使

い

道

と

幸

福

度

髙

井

良

実

音

（

福

岡

市

立

三

宅

中

学

校

３

年

）

税

が

添

え

る

生

活

の

彩

り

小

嶺

　

桃

佳

（

国

立

長

崎

大

学

教

育

学

部

附

属

中

学

校

３

年

）

税

金

と

歩

く

福

嶋

悠

瑞

花

（

熊

本

・

八

代

市

立

第

五

中

学

校

３

年

）

税

は

幸

福

を

つ

な

ぐ

バ

ト

ン

中

川

　

美

羽

（

大

分

大

学

教

育

学

部

附

属

中

学

校

３

年

）

姉

の

笑

顔

池

山

　

菜

桜

（

鹿

児

島

市

立

天

保

山

中

学

校

１

年

）

身

近

な

税

金

磯

部

　

桔

花

（

沖

縄

・

石

垣

市

立

石

垣

第

二

中

学

校

３

年

）

思

い

や

り

の

形

屋

良

　

愛

美

（

沖

縄

市

立

美

東

中

学

校

３

年

）

税

か

ら

知

る

社

会

の

あ

り

方

前

田

　

海

音

（

北

海

道

・

藤

女

子

中

学

校

２

年

）

入

湯

税

か

ら

考

え

た

こ

と

�

崎

　

凪

葉

（

北

海

道

・

羅

臼

町

立

知

床

未

来

中

学

校

３

年

）

「

税

」

を

知

っ

た

日

山

形

谷

ア

ラ

ン

（

仙

台

市

立

仙

台

青

陵

中

等

教

育

学

校

３

年

）

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

ツ

ー

リ

ズ

ム

を

目

指

し

て

池

田

　

優

花

（

山

形

大

学

附

属

中

学

校

３

年

）

税

の

本

質

に

迫

る

伊

藤

　

颯

眞

（

山

形

・

米

沢

市

立

第

二

中

学

校

３

年

）

税

が

つ

な

ぐ

里

山

の

未

来

篠

﨑

　

　

迅

（

茨

城

・

桜

川

市

立

大

和

中

学

校

３

年

）

税

へ

の

感

謝

と

恩

返

し

村

上

　

舞

桜

（

栃

木

・

上

三

川

町

立

本

郷

中

学

校

３

年

）

税

の

恵

み

湯

本

　

紗

生

（

群

馬

・

太

田

市

立

太

田

中

学

校

３

年

）

税

金

と

つ

な

ぐ

命

長

島

　

優

貴

（

埼

玉

・

加

須

市

立

加

須

北

中

学

校

３

年

）

救

急

車

の

有

料

化

の

ニ

ュ

ー

ス

を

見

て

福

島

　

雄

太

（

埼

玉

・

深

谷

市

立

川

本

中

学

校

２

年

）

助

け

合

え

る

の

で

あ

れ

ば

谷

畑

　

澄

和

（

さ

い

た

ま

市

立

田

島

中

学

校

３

年

）

北

欧

三

ヶ

国

と

日

本

の

税

金

の

違

い

関

　

　

美

華

（

新

潟

・

小

千

谷

市

立

東

小

千

谷

中

学

校

３

年

）

税

に

感

謝

を

巢

山

　

瑞

喜

（

長

野

・

伊

那

市

立

伊

那

中

学

校

３

年

）

安

全

な

暮

ら

し

を

支

え

る

税

金

新

保

　

歩

都

（

千

葉

・

長

生

村

立

長

生

中

学

校

３

年

）

税

金

が

作

る

優

し

い

世

界

加

藤

　

愛

理

（

千

葉

・

神

崎

町

立

神

崎

中

学

校

３

年

）

私

達

に

託

さ

れ

た

未

来

丸

山

心

由

宇

（

東

京

・

板

橋

区

立

赤

塚

第

二

中

学

校

２

年

）

助

け

合

い

の

リ

ア

ル

小

黒

　

　

丈

（

東

京

・

台

東

区

立

上

野

中

学

校

３

年

）

「

医

療

費

と

税

」

清

水

　

結

麻

（

東

京

・

江

東

区

立

辰

巳

中

学

校

３

年

）

守

り

つ

な

げ

る

私

た

ち

の

税

重

元

　

孝

徳

（

神

奈

川

・

サ

レ

ジ

オ

学

院

中

学

校

３

年

）

未

来

へ

の

貯

金

井

本

　

由

維

（

神

奈

川

・

学

校

法

人

桐

蔭

学

園

中

等

教

育

学

校

３

年

）

「

公

平

な

社

会

」

を

創

る

た

め

に

白

川

　

夏

帆

（

山

梨

・

大

月

市

立

猿

橋

中

学

校

２

年

）

み

ん

な

の

ヒ

ー

ロ

ー

髙

橋

　

昊

実

（

富

山

・

小

矢

部

市

立

大

谷

中

学

校

３

年

）

希

望

を

も

っ

て

角

谷

　

花

梨

（

石

川

・

能

美

市

立

寺

井

中

学

校

３

年

）

産

業

を

守

る

「

鍵

」

中

川

　

綾

乃

（

三

重

・

菰

野

町

立

菰

野

中

学

校

３

年

）

税

金

が

も

た

ら

し

た

経

済

効

果

と

課

題

伊

庭

　

和

奏

（

名

古

屋

市

立

丸

の

内

中

学

校

３

年

）

税

か

ら

う

ま

れ

る

笑

顔

齋

藤

　

一

翔

（

静

岡

大

学

教

育

学

部

附

属

静

岡

中

学

校

３

年

）

日

本

人

の

幸

福

の

た

め

に

馬

場

　

莉

子

（

滋

賀

大

学

教

育

学

部

附

属

中

学

校

３

年

）

税

金

問

題

の

答

え

と

は

？

平

原

　

礼

名

（

京

都

府

立

南

陽

高

等

学

校

附

属

中

学

校

３

年

）

子

供

た

ち

の

未

来

の

た

め

に

久

　

夏

帆

（

大

阪

・

貝

塚

市

立

第

三

中

学

校

３

年

）

ふ

る

さ

と

納

税

か

ら

学

ん

だ

納

税

者

の

す

べ

き

事

田

中

　

夕

凜

（

大

阪

市

立

春

日

出

中

学

校

３

年

）

公

平

と

税

小

山

　

紗

季

（

兵

庫

・

豊

岡

市

立

日

高

東

中

学

校

３

年

）

未

来

へ

の

希

望

坪

田

　

芽

久

（

兵

庫

・

た

つ

の

市

立

龍

野

西

中

学

校

３

年

）

官

私

と

消

費

税

の

結

び

つ

き

湯

川

　

叶

望

（

奈

良

市

立

三

笠

中

学

校

３

年

）

今

、

私

た

ち

に

で

き

る

こ

と

松

本

　

湊

音

（

和

歌

山

・

有

田

川

町

立

吉

備

中

学

校

１

年

）

日

本

の

社

会

の

一

員

だ

か

ら

菱

川

　

萌

花

（

岡

山

県

立

岡

山

操

山

中

学

校

３

年

）

返

礼

品

は

「

地

域

の

復

興

」

沖

本

　

万

泰

（

広

島

修

道

大

学

ひ

ろ

し

ま

協

創

中

学

校

３

年

）

税

で

森

林

を

守

る

垣

田

　

真

代

（

山

口

・

周

南

市

立

太

華

中

学

校

１

年

）

「

Ｊ

Ａ

Ｐ

Ａ

Ｎ

　

Ｈ

Ｏ

Ｐ

Ｅ

」

横

井

　

宏

行

（

香

川

・

綾

川

町

立

綾

川

中

学

校

１

年

）

税

金

を

払

う

意

識

谷

本

　

　

遙

（

徳

島

県

立

城

ノ

内

中

等

教

育

学

校

３

年

）

閉

じ

て

か

ら

開

か

れ

る

も

の

南

里

　

美

穂

（

福

岡

・

宇

美

町

立

宇

美

南

中

学

校

３

年

）

祖

父

の

よ

う

に

櫻

木

　

彩

乃

（

福

岡

市

立

香

椎

第

３

中

学

校

３

年

）

僕

を

助

け

て

く

れ

た

税

金

田

久

保

翔

夢

（

佐

賀

・

唐

津

市

立

厳

木

中

学

校

１

年

）

災

害

と

税

金

松

本

　

侑

甫

（

長

崎

・

諫

早

市

立

明

峰

中

学

校

３

年

）

納

税

で

の

応

援

と

恩

返

し

武

末

　

華

那

（

熊

本

県

立

宇

土

中

学

校

１

年

）

税

金

を

納

め

る

本

当

の

意

味

鷲

野

　

　

優

（

大

分

・

学

校

法

人

岩

田

学

園

岩

田

中

学

校

３

年

）

私

の

苦

手

な

弟

新

垣

　

結

菜

（

沖

縄

・

昭

和

薬

科

大

学

附

属

中

学

校

３

年

）

税

を

考

え

る

丸

山

古

都

子

（

北

海

道

・

稚

内

市

立

稚

内

南

中

学

校

３

年

）

種

か

ら

花

へ

浅

利

　

　

希

（

秋

田

・

大

館

市

立

田

代

中

学

校

２

年

）

税

と

は

「

桶

の

中

の

水

の

よ

う

な

も

の

」金

谷

ふ

う

わ

（

水

戸

市

立

内

原

中

学

校

２

年

）

従

兄

弟

か

ら

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

油

原

　

季

晋

（

東

京

・

江

東

区

立

第

三

砂

町

中

学

校

３

年

）

生

活

・

未

来

を

支

え

る

税

打

尾

実

乃

理

（

富

山

市

立

速

星

中

学

校

３

年

）

「

税

金

と

は

」

伊

藤

　

玲

奈

（

愛

知

・

阿

久

比

町

立

阿

久

比

中

学

校

３

年

）

税

金

を

有

効

に

日

笠

　

秀

翔

（

兵

庫

・

伊

丹

市

立

南

中

学

校

３

年

）

未

来

の

自

分

へ

の

「

貢

献

」

松

永

　

瑞

葵

（

山

口

・

周

防

大

島

町

立

大

島

中

学

校

３

年

）

「

厄

介

」

で

片

付

け

さ

せ

な

い

税

金

の

こ

と

西

岡

　

葵

唯

（

徳

島

・

鳴

門

市

第

一

中

学

校

３

年

）

私

の

責

任

と

税

深

堀

　

颯

太

（

学

校

法

人

長

崎

南

山

学

園

長

崎

南

山

中

学

校

２

年

）

今

是

昨

非

～

税

へ

の

考

え

が

変

わ

っ

た

日

～

錦

織

　

慧

醐

（

宮

崎

市

立

大

淀

中

学

校

１

年

）

私

の

義

務

川

根

　

沙

貴

（

沖

縄

市

立

山

内

中

学

校

３

年

）

「

世

界

を

救

う

第

一

歩

」

木

村

　

帆

希

（

北

海

道

教

育

大

学

附

属

函

館

中

学

校

１

年

）

命

も

支

え

て

く

れ

る

大

切

な

税

古

和

田

來

々

（

福

島

・

須

賀

川

市

立

西

袋

中

学

校

１

年

）

広

が

る

税

の

カ

タ

チ

古

林

　

快

土

（

長

野

県

屋

代

高

等

学

校

附

属

中

学

校

２

年

）

税

金

へ

の

意

識

長

谷

川

栞

莉

（

東

京

・

町

田

市

立

金

井

中

学

校

３

年

）

明

る

い

未

来

を

つ

く

る

力

福

田

　

　

愛

（

石

川

・

白

山

市

立

光

野

中

学

校

１

年

）

「

税

と

命

の

つ

な

が

り

」

宇

佐

美

玲

緒

奈

（

静

岡

・

富

士

宮

市

立

富

士

宮

第

四

中

学

校

３

年

）

未

来

を

創

造

す

る

税

橋

本

　

莉

奈

（

堺

市

立

浜

寺

中

学

校

３

年

）

心

の

寄

付

と

助

け

合

い

並

河

　

　

宝

（

鳥

取

大

学

附

属

中

学

校

３

年

）

絆

を

つ

な

ぐ

、

未

来

へ

宮

政

　

陽

丞

（

愛

媛

・

学

校

法

人

今

治

明

徳

学

園

今

治

明

徳

中

学

校

２

年

）

税

金

を

身

近

に

感

じ

よ

う

河

野

　

響

愛

（

福

岡

・

宗

像

市

立

自

由

ヶ

丘

中

学

校

３

年

）

税

は

幸

せ

を

奏

で

る

橋

元

　

祐

奈

（

鹿

児

島

・

西

之

表

市

立

種

子

島

中

学

校

３

年

）

私

た

ち

と

税

金

山

城

　

優

海

（

沖

縄

市

立

美

里

中

学

校

３

年

）

税

に

つ

い

て

の

提

案

渋

谷

　

美

羽

（

北

海

道

・

江

差

町

立

江

差

中

学

校

３

年

）

税

金

を

通

じ

た

児

童

福

祉

の

実

現

伊

藤

南

々

子

（

秋

田

市

立

桜

中

学

校

３

年

）

第

三

走

者

、

第

一

走

者

を

目

指

す

！

シ

ャ

ー

プ

　

シ

ョ

ー

ン

（

新

潟

・

柏

崎

市

立

鏡

が

沖

中

学

校

３

年

）

ヘ

ラ

ル

ボ

ニ

ー

と

障

が

い

者

の

自

立

支

援中

村

　

優

作

（

東

京

・

小

金

井

市

立

小

金

井

第

二

中

学

校

３

年

）

「

救

う

」

堀

之

内

　

颯

（

山

梨

大

学

教

育

学

部

附

属

中

学

校

３

年

）

皆

の

意

識

で

守

ら

れ

る

坪

川

　

心

優

（

福

井

大

学

教

育

学

部

附

属

義

務

教

育

学

校

８

年

）

暮

ら

し

の

基

盤

チ

ャ

ク

ジ

ュ

　

ア

イ

シ

ェ

（

静

岡

・

御

殿

場

市

立

南

中

学

校

３

年

）

助

け

て

く

れ

た

税

金

中

村

　

徠

夢

（

岡

山

・

高

梁

市

立

高

梁

中

学

校

１

年

）

当

た

り

前

と

は

谷

渕

　

晴

音

（

高

知

県

立

安

芸

中

学

校

３

年

）

「

か

わ

い

そ

う

」

で

は

ご

ざ

い

ま

せ

ん

小

田

孝

太

朗

（

福

岡

県

立

門

司

学

園

中

学

校

３

年

）

日

本

の

こ

れ

か

ら

小

川

茉

莉

愛

（

大

分

県

立

大

分

豊

府

中

学

校

３

年

）

税

金

と

未

来

大

城

　

佑

月

（

沖

縄

・

粟

国

村

立

粟

国

中

学

校

３

年

）

　

全

国

納

税

貯

蓄

組

合

連

合

会

・

国

税

庁

主

催

、

一

般

財

団

法

人

大

蔵

財

務

協

会

、

日

本

税

理

士

会

連

合

会

、

公

益

財

団

法

人

全

国

法

人

会

総

連

合

後

援

の

令

和

６

年

度

（

第

�

回

）

中

学

生

の

「

税

に

つ

い

て

の

作

文

」

の

最

終

審

査

会

が

�

月

�

日

に

国

税

庁

で

開

催

さ

れ

、

�

万

５

５

７

２

編

の

応

募

の

中

か

ら

内

閣

総

理

大

臣

賞

を

は

じ

め

と

す

る

各

賞

が

決

定

し

た

。

内

訳

は

、

内

閣

総

理

大

臣

賞

、

総

務

大

臣

賞

、

財

務

大

臣

賞

、

文

部

科

学

大

臣

賞

が

各

１

編

、

国

税

庁

長

官

賞

と

全

国

納

税

貯

蓄

組

合

連

合

会

会

長

賞

が

各

�

編

、

大

蔵

財

務

協

会

理

事

長

賞

、

日

本

税

理

士

会

連

合

会

会

長

賞

、

全

国

法

人

会

総

連

合

会

長

賞

が

各

�

編

。

こ

こ

で

は

受

賞

者

の

氏

名

、

作

文

の

タ

イ

ト

ル

、

在

籍

校

な

ど

を

掲

載

す

る

と

と

も

に

、

各

賞

の

代

表

作

品

を

紹

介

す

る

。

　

日

々

の

生

活

の

中

で

、

税

と

聞

く

と

、

ネ

ガ

テ

ィ

ブ

な

イ

メ

ー

ジ

が

先

行

し

て

し

ま

う

よ

う

に

感

じ

る

。

私

自

身

、

税

を

意

識

す

る

の

は

買

い

物

を

す

る

と

き

く

ら

い

だ

。

こ

の

夏

、

そ

ん

な

印

象

を

ガ

ラ

ッ

と

変

え

る

出

来

事

が

あ

っ

た

。

　

夏

休

み

、

私

は

か

ま

く

ら

子

ど

も

議

会

に

議

員

と

し

て

参

加

し

た

。

普

段

ニ

ュ

ー

ス

で

一

部

を

見

る

だ

け

の

私

に

と

っ

て

、

実

際

に

議

員

に

な

る

と

い

う

こ

と

は

、

と

て

も

刺

激

的

な

体

験

と

な

っ

た

。

議

会

を

通

し

て

、

疑

問

に

思

っ

た

こ

と

が

二

つ

あ

る

。

　

ま

ず

一

つ

目

は

、

議

会

の

運

営

に

か

か

る

費

用

や

、

市

が

実

際

に

行

っ

て

い

る

環

境

保

全

や

観

光

振

興

な

ど

の

さ

ま

ざ

ま

な

活

動

の

費

用

が

ど

の

よ

う

に

賄

わ

れ

て

い

る

の

か

と

い

う

こ

と

だ

。

鎌

倉

市

の

令

和

四

年

度

の

歳

入

・

歳

出

決

算

額

の

内

訳

に

よ

る

と

、

歳

入

の

約

八

割

強

が

市

民

税

や

自

動

車

税

な

ど

の

税

金

で

あ

っ

た

。

ま

た

歳

出

で

は

、

議

会

の

運

営

費

や

私

た

ち

の

学

び

を

支

え

る

教

育

費

に

一

割

、

福

祉

や

子

育

て

支

援

に

あ

た

る

民

生

費

が

約

四

割

を

占

め

て

い

た

。

こ

の

こ

と

か

ら

、

市

が

行

う

さ

ま

ざ

ま

な

活

動

が

税

金

に

よ

っ

て

支

え

ら

れ

て

い

る

こ

と

を

実

感

し

、

改

め

て

、

私

た

ち

の

生

活

に

必

要

不

可

欠

で

あ

り

、

私

が

普

段

意

識

し

て

い

な

い

と

こ

ろ

で

、

税

の

恩

恵

を

受

け

て

い

る

こ

と

に

気

づ

か

さ

れ

た

。

　

二

つ

目

は

、

市

長

さ

ん

や

教

育

長

さ

ん

が

、

答

弁

の

際

に

「

し

ま

す

」

と

い

う

言

葉

を

使

わ

な

か

っ

た

こ

と

。

「

し

よ

う

と

考

え

て

い

ま

す

」

や

「

す

る

方

向

で

検

討

し

て

い

ま

す

」

な

ど

の

表

現

は

使

う

の

に

、

決

し

て

「

し

ま

す

」

と

断

言

を

し

な

か

っ

た

。

そ

れ

は

、

税

が

貴

重

な

財

源

で

あ

る

こ

と

、

社

会

的

な

変

化

や

予

期

せ

ぬ

事

態

に

柔

軟

に

対

応

す

る

た

め

、

議

会

で

議

論

を

重

ね

、

慎

重

に

見

極

め

る

必

要

が

あ

る

か

ら

、

そ

の

場

で

の

断

言

を

避

け

た

の

だ

と

考

え

た

。

　

そ

も

そ

も

税

と

は

、

国

民

の

「

健

康

で

豊

か

な

生

活

」

を

支

え

、

実

現

す

る

た

め

に

、

国

や

地

方

公

共

団

体

が

行

う

活

動

の

財

源

と

な

る

も

の

で

、

そ

の

費

用

を

国

民

一

人

一

人

が

出

し

合

っ

て

公

平

に

負

担

し

て

い

る

も

の

。

日

本

に

は

約

五

十

種

の

税

が

あ

り

、

一

つ

の

税

の

み

で

は

実

現

で

き

な

い

公

平

を

、

課

税

方

法

の

異

な

る

い

く

つ

も

の

税

金

を

組

み

合

わ

せ

る

こ

と

で

、

公

平

に

負

担

で

き

る

よ

う

に

し

て

い

る

。

ま

た

、

「

富

の

再

分

配

」

と

も

呼

ば

れ

、

国

民

の

経

済

格

差

を

埋

め

る

た

め

の

仕

組

み

で

あ

る

所

得

再

分

配

を

す

る

こ

と

に

よ

り

、

納

め

た

税

金

の

額

に

関

わ

ら

ず

、

誰

で

も

国

や

地

方

公

共

団

体

か

ら

、

公

平

に

サ

ー

ビ

ス

を

享

受

で

き

る

よ

う

に

な

っ

て

い

る

。

こ

れ

ら

の

公

平

の

ル

ー

ル

を

決

め

て

い

る

の

は

私

た

ち

の

代

表

で

あ

り

、

税

の

使

い

方

を

決

め

て

い

る

の

も

私

た

ち

の

代

表

で

あ

る

。

　

将

来

、

自

分

が

公

平

の

ル

ー

ル

や

税

の

使

い

方

を

決

め

る

立

場

に

な

っ

た

時

、

あ

る

い

は

そ

の

代

表

を

選

ぶ

時

に

、

適

正

な

判

断

が

で

き

る

よ

う

、

今

の

う

ち

か

ら

社

会

の

し

く

み

や

税

に

つ

い

て

、

日

々

意

識

し

て

生

活

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

強

く

感

じ

た

。

そ

し

て

、

情

報

社

会

の

中

で

、

必

要

且

つ

正

し

い

情

報

を

取

捨

選

択

し

、

日

頃

か

ら

ニ

ュ

ー

ス

を

見

聞

き

す

る

だ

け

で

な

く

、

新

聞

や

、

市

区

町

村

の

広

報

誌

を

自

主

的

に

読

ん

で

い

き

た

い

。

　

私

は

、

湯

け

む

り

が

も

く

も

く

と

立

ち

の

ぼ

る

景

色

が

好

き

だ

。

私

が

住

む

大

分

県

別

府

市

で

は

温

泉

な

ど

の

観

光

業

が

盛

ん

で

、

多

く

の

人

が

訪

れ

る

。

　

そ

ん

な

温

泉

に

関

し

て

つ

く

ら

れ

た

税

が

、

入

湯

税

。

こ

れ

は

、

鉱

泉

浴

場

に

お

け

る

入

湯

に

対

し

て

入

湯

客

が

納

め

る

税

金

で

あ

る

。

鉱

泉

浴

場

と

は

、

一

般

的

に

、

天

然

温

泉

と

呼

ば

れ

る

ミ

ネ

ラ

ル

を

含

ん

だ

水

を

使

っ

た

浴

場

の

こ

と

を

言

う

。

「

な

ぜ

、

入

浴

料

を

払

っ

て

い

る

の

に

税

金

も

納

め

な

け

れ

ば

い

け

な

い

の

か

」

と

思

う

人

は

多

い

と

思

う

。

だ

が

、

私

は

入

浴

料

と

入

湯

税

は

大

き

く

違

う

も

の

だ

と

考

え

る

。

入

浴

料

は

、

お

風

呂

を

提

供

し

て

く

れ

た

施

設

に

払

う

も

の

で

あ

り

、

そ

の

施

設

や

お

風

呂

の

維

持

費

に

使

わ

れ

る

こ

と

が

多

い

。

そ

れ

に

対

し

て

、

入

湯

税

は

市

町

村

に

納

め

る

も

の

で

、

地

域

全

体

の

た

め

に

利

用

さ

れ

る

。

現

在

、

銭

湯

や

宿

を

利

用

す

る

人

は

当

た

り

前

の

よ

う

に

清

潔

で

、

整

備

さ

れ

た

温

泉

に

入

っ

て

い

る

が

、

そ

れ

は

徴

収

し

た

入

湯

税

の

お

か

げ

で

あ

る

。

入

浴

料

だ

け

で

は

、

温

泉

を

衛

生

的

に

保

つ

こ

と

は

で

き

な

い

だ

ろ

う

。

つ

ま

り

、

入

浴

料

は

「

今

」

、

入

湯

税

は

「

未

来

」

の

温

泉

を

つ

く

っ

て

い

る

と

言

え

る

。

　

こ

う

い

っ

た

入

湯

税

の

話

を

聞

い

て

、

「

銭

湯

や

宿

の

温

泉

を

使

わ

な

い

人

に

は

関

係

な

い

」

と

思

う

人

も

い

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

だ

が

、

そ

れ

は

違

う

。

税

は

納

税

し

た

人

だ

け

が

恩

恵

を

受

け

る

も

の

で

は

な

い

の

だ

。

入

湯

税

は

消

防

施

設

の

整

備

に

も

使

わ

れ

て

い

る

。

他

に

も

、

環

境

衛

生

施

設

や

観

光

の

復

興

な

ど

に

も

利

用

で

き

る

。

入

湯

税

に

よ

っ

て

地

域

の

安

全

が

守

ら

れ

、

地

域

の

発

展

の

た

め

に

も

役

立

て

ら

れ

て

い

る

。

税

が

、

私

た

ち

の

市

町

村

と

、

そ

こ

に

住

む

す

べ

て

の

人

を

様

々

な

面

か

ら

支

え

て

く

れ

て

い

る

こ

と

を

忘

れ

て

は

い

け

な

い

。

　

こ

れ

ら

の

こ

と

か

ら

、

私

は

考

え

た

。

入

湯

税

に

よ

っ

て

、

将

来

に

繋

げ

ら

れ

る

「

持

続

可

能

」

な

温

泉

や

、

安

心

で

き

る

社

会

が

つ

く

ら

れ

て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

。

　

今

を

生

き

る

私

た

ち

だ

け

で

な

く

、

未

来

を

生

き

る

人

た

ち

の

幸

福

を

つ

く

る

。

そ

し

て

、

私

た

ち

に

幸

福

を

繋

い

で

く

れ

た

人

た

ち

に

感

謝

を

示

す

。

そ

れ

が

税

金

の

役

割

だ

と

思

う

。

「

税

を

払

わ

さ

れ

て

い

る

」

「

税

は

負

担

だ

」

と

い

う

意

識

の

人

が

多

い

か

も

し

れ

な

い

が

、

そ

の

税

に

よ

っ

て

私

た

ち

の

当

た

り

前

の

生

活

が

つ

く

ら

れ

て

い

る

と

い

う

こ

と

を

考

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

税

に

よ

る

恩

恵

を

当

た

り

前

に

感

じ

て

い

る

よ

う

に

、

税

を

払

う

こ

と

も

当

た

り

前

と

考

え

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

た

い

と

私

は

思

う

。

私

は

、

身

の

周

り

に

あ

る

多

く

の

税

の

恩

恵

や

、

そ

の

税

を

払

い

社

会

を

支

え

て

く

れ

て

い

る

人

の

存

在

を

意

識

し

て

生

活

し

、

「

納

税

の

義

務

」

に

つ

い

て

考

え

て

い

き

た

い

。

そ

の

た

め

に

、

税

を

大

切

に

使

っ

て

い

き

た

い

と

考

え

た

。

学

校

の

机

や

椅

子

、

教

科

書

を

大

切

に

使

う

な

ど

、

私

た

ち

が

で

き

る

こ

と

は

身

近

に

多

く

あ

る

。

こ

れ

ら

の

こ

と

を

少

し

ず

つ

で

も

続

け

る

こ

と

で

、

将

来

に

幸

福

を

繋

げ

ら

れ

る

社

会

を

自

分

た

ち

の

手

で

つ

く

っ

て

い

き

た

い

。

そ

し

て

、

社

会

を

税

金

か

ら

多

様

な

視

点

で

見

ら

れ

る

よ

う

な

人

に

な

っ

て

い

き

た

い

。

　

全

国

納

税

貯

蓄

組

合

連

合

会

と

国

税

庁

共

催

の

中

学

生

の

「

税

に

つ

い

て

の

作

文

」

募

集

事

業

は

、

将

来

を

担

う

中

学

生

の

皆

さ

ん

に

税

の

知

識

を

学

び

、

理

解

を

深

め

て

も

ら

う

こ

と

を

目

的

と

し

て

、

昭

和

四

十

二

年

度

に

始

ま

り

、

本

年

度

で

五

十

八

回

を

数

え

ま

し

た

。

今

回

は

６

４

８

９

校

（

全

国

中

学

校

の

約

�

％

）

か

ら

�

万

５

５

７

２

編

（

全

国

生

徒

数

の

約

�

％

）

と

い

う

多

く

の

応

募

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

応

募

さ

れ

た

中

学

生

の

皆

さ

ん

及

び

学

校

関

係

者

の

皆

様

に

厚

く

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

　

応

募

作

品

は

各

地

域

の

納

貯

組

合

の

審

査

を

経

て

、

全

納

連

、

国

税

庁

、

総

務

省

、

後

援

団

体

に

よ

る

審

査

を

行

い

、

大

臣

賞

ほ

か

各

賞

を

決

定

い

た

し

ま

し

た

。

　

本

年

度

の

作

品

で

は

、

地

域

の

税

の

使

わ

れ

方

を

調

べ

て

、

適

切

な

税

の

使

途

や

税

金

の

無

駄

遣

い

を

な

く

す

方

策

な

ど

、

身

近

な

視

点

か

ら

税

の

問

題

を

考

え

、

納

税

に

よ

り

社

会

に

貢

献

で

き

る

大

人

に

な

り

た

い

と

い

う

作

文

が

多

く

み

ら

れ

、

こ

の

事

業

の

意

義

を

深

く

感

じ

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

　

と

こ

ろ

で

、

こ

の

度

、

納

貯

組

合

で

は

「

ハ

ロ

ー

タ

ッ

ク

ス

」

と

い

う

愛

称

を

も

っ

て

、

活

動

を

よ

り

積

極

的

に

ア

ピ

ー

ル

す

る

こ

と

と

し

ま

し

た

（

５

面

に

ロ

ゴ

を

掲

載

）

。

コ

ン

セ

プ

ト

は

、

納

貯

組

合

の

活

動

の

主

体

が

、

国

民

各

層

に

税

へ

の

理

解

を

深

め

て

も

ら

う

こ

と

に

あ

る

こ

と

か

ら

、

「

税

と

の

出

会

い

を

創

る

」

と

い

う

も

の

で

す

。

中

学

生

の

税

の

作

文

事

業

は

、

ま

さ

し

く

「

ハ

ロ

ー

タ

ッ

ク

ス

」

の

趣

旨

に

沿

っ

た

活

動

で

あ

り

、

こ

の

事

業

が

更

に

充

実

す

る

よ

う

努

め

て

ま

い

る

所

存

で

す

。

　

末

筆

な

が

ら

、

ご

支

援

を

賜

り

ま

し

た

（

一

財

）

大

蔵

財

務

協

会

、

日

本

税

理

士

会

連

合

会

、

（

公

財

）

全

国

法

人

会

総

連

合

及

び

募

集

活

動

に

ご

尽

力

を

い

た

だ

い

た

各

地

域

の

税

務

、

教

育

機

関

の

皆

様

、

納

貯

組

合

員

の

各

位

に

衷

心

よ

り

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

　

今

年

の

春

休

み

、

久

々

に

家

族

で

風

邪

を

こ

じ

ら

せ

、

母

と

一

緒

に

病

院

で

診

察

を

受

け

た

時

の

こ

と

。

会

計

を

終

え

て

何

げ

な

く

領

収

書

を

見

せ

て

も

ら

う

と

、

ほ

ぼ

同

じ

内

容

の

明

細

書

な

の

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

支

払

い

額

だ

け

が

、

母

の

分

と

異

な

っ

て

い

る

こ

と

に

気

付

く

。

疑

問

に

思

い

、

母

に

尋

ね

る

と

、

仙

台

市

が

負

担

し

て

く

れ

て

い

る

と

だ

け

説

明

が

あ

っ

た

。

ど

う

い

う

意

味

な

の

か

わ

か

ら

ず

、

そ

の

時

は

そ

の

ま

ま

に

し

て

い

た

。

だ

が

後

日

、

別

の

病

院

で

診

察

を

受

け

て

も

、

や

は

り

先

日

と

同

じ

額

し

か

支

払

っ

て

い

な

い

。

し

か

も

薬

局

に

は

支

払

い

す

ら

し

て

い

な

か

っ

た

の

だ

。

前

回

の

母

の

言

葉

を

思

い

出

し

、

調

べ

て

み

る

こ

と

に

し

た

。

　

ま

ず

、

仙

台

市

で

は

子

供

の

医

療

費

の

一

部

を

子

育

て

支

援

と

し

て

負

担

し

て

く

れ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

っ

た

。

財

源

は

税

金

で

あ

る

こ

と

も

初

め

て

わ

か

っ

た

。

今

ま

で

私

の

身

近

な

税

金

は

消

費

税

で

、

多

く

支

払

う

だ

け

の

印

象

し

か

な

か

っ

た

。

ま

さ

か

こ

ん

な

ふ

う

に

、

自

分

に

直

接

、

税

金

が

使

わ

れ

て

い

る

な

ん

て

思

い

も

よ

ら

な

か

っ

た

。

そ

し

て

、

ふ

と

病

院

に

診

て

も

ら

わ

な

い

と

損

な

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

、

一

定

額

を

支

払

え

ば

い

い

の

で

あ

れ

ば

何

回

も

行

っ

た

方

が

得

な

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

と

い

う

考

え

に

至

る

。

そ

の

こ

と

を

母

に

伝

え

る

と

、

母

か

ら

神

戸

市

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

見

る

よ

う

促

さ

れ

た

。

　

神

戸

市

で

は

子

供

の

医

療

の

一

部

負

担

金

に

対

す

る

支

援

は

完

全

に

無

料

化

し

な

い

取

り

組

み

が

行

わ

れ

て

い

る

。

そ

の

理

由

と

し

て

、

軽

い

風

邪

や

小

さ

な

す

り

傷

な

ど

で

受

診

す

る

「

コ

ン

ビ

ニ

受

診

」

を

誘

発

す

る

の

を

防

ぐ

こ

と

、

過

剰

受

診

を

防

ぐ

こ

と

で

本

当

に

医

療

を

必

要

と

す

る

人

た

ち

へ

の

対

応

が

遅

れ

る

こ

と

を

防

ぐ

こ

と

等

が

挙

げ

ら

れ

て

い

た

。

　

確

か

に

、

神

戸

市

の

主

張

の

と

お

り

で

あ

る

。

自

分

の

利

益

だ

け

を

考

え

た

発

言

が

と

て

も

恥

ず

か

し

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

。

更

に

考

え

て

み

る

と

、

そ

も

そ

も

税

金

で

支

援

が

行

わ

れ

て

い

る

の

だ

か

ら

、

自

分

た

ち

が

納

め

た

お

金

の

な

か

な

の

で

、

損

得

で

考

え

る

も

の

で

も

な

い

。

ま

す

ま

す

、

自

分

の

考

え

に

嫌

気

が

さ

す

。

　

こ

の

出

来

事

が

き

っ

か

け

で

、

市

町

村

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

閲

覧

し

た

り

、

図

書

館

で

税

に

関

す

る

本

を

手

に

取

る

よ

う

に

な

り

、

税

を

意

識

す

る

こ

と

も

な

か

っ

た

日

常

か

ら

、

税

の

使

い

道

に

興

味

を

持

つ

よ

う

に

な

っ

た

。

税

の

仕

組

み

を

知

る

こ

と

で

、

社

会

に

お

け

る

私

自

身

の

位

置

を

認

識

す

る

こ

と

が

で

き

、

「

公

共

」

と

「

私

」

が

や

っ

と

線

で

繋

が

っ

た

気

が

し

て

い

る

。

そ

し

て

改

め

て

、

自

分

の

周

り

を

見

渡

す

と

、

ラ

イ

フ

ラ

イ

ン

、

ご

み

の

処

理

、

消

防

、

図

書

館

、

教

育

と

挙

げ

れ

ば

き

り

が

な

い

く

ら

い

の

公

共

サ

ー

ビ

ス

に

支

え

ら

れ

て

い

る

こ

と

を

実

感

す

る

。

　

し

か

し

、

私

た

ち

が

納

め

た

税

は

有

限

で

あ

る

。

感

謝

の

気

持

ち

を

忘

れ

ず

、

納

税

の

義

務

を

果

た

し

て

い

く

こ

と

が

大

切

で

あ

る

。

　

税

と

は

公

共

財

、

サ

ー

ビ

ス

の

対

価

だ

。

政

府

は

消

防

や

警

察

、

道

路

や

公

園

と

い

っ

た

公

共

財

や

教

育

環

境

、

社

会

福

祉

等

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

し

、

そ

れ

ら

に

対

し

私

た

ち

は

税

金

を

支

払

う

。

消

費

行

動

に

は

対

価

を

支

払

う

こ

と

は

当

然

な

の

に

、

「

苛

斂

誅

求

」

と

い

う

言

葉

が

示

す

よ

う

に

、

な

ぜ

納

税

に

は

い

わ

ゆ

る

「

痛

税

感

」

が

つ

き

ま

と

う

の

だ

ろ

う

。

「

税

が

適

正

に

使

わ

れ

な

い

な

ら

、

払

い

た

く

な

い

し

、

結

果

労

働

意

欲

も

わ

か

な

い

だ

ろ

う

な

。

」

と

、

留

学

し

た

兄

は

そ

の

国

の

現

状

を

嘆

く

。

財

政

運

営

が

不

透

明

な

そ

の

国

は

徴

税

率

が

低

く

、

イ

ン

フ

ラ

不

足

が

深

刻

で

基

本

的

な

サ

ー

ビ

ス

に

ア

ク

セ

ス

で

き

な

い

人

々

が

存

在

す

る

そ

う

だ

。

ま

た

、

水

回

り

の

不

衛

生

は

重

い

感

染

症

を

引

き

起

こ

す

が

、

貧

困

に

よ

り

受

診

行

動

が

取

れ

ず

、

日

本

で

は

治

療

可

能

な

感

染

症

で

命

を

落

と

す

人

も

少

な

く

な

い

と

い

う

。

人

間

が

安

全

安

楽

に

生

き

る

た

め

に

は

、

納

め

た

税

や

社

会

保

険

料

を

無

駄

な

く

適

切

に

活

用

し

て

く

れ

る

と

い

う

国

や

政

府

へ

の

信

頼

感

が

あ

る

こ

と

が

大

前

提

だ

。

そ

し

て

政

策

を

実

施

す

る

た

め

の

予

算

を

税

制

制

度

に

よ

り

確

実

に

集

め

、

資

源

配

分

を

す

る

と

い

う

仕

組

み

が

必

須

な

の

だ

と

痛

感

し

た

。

　

日

本

は

社

会

保

険

、

社

会

福

祉

、

公

的

扶

助

、

保

険

医

療

・

公

衆

衛

生

と

い

う

セ

ー

フ

テ

ィ

ネ

ッ

ト

が

概

ね

問

題

な

く

機

能

し

て

お

り

、

国

家

が

納

税

の

対

価

と

し

て

私

た

ち

に

便

益

を

与

え

て

く

れ

て

い

る

こ

と

を

忘

れ

が

ち

で

あ

る

。

一

見

無

料

の

よ

う

に

見

え

る

公

共

財

に

は

、

「

自

分

た

ち

が

そ

の

サ

ー

ビ

ス

を

選

ん

で

い

る

実

感

」

が

持

ち

づ

ら

い

た

め

、

支

払

い

、

す

な

わ

ち

納

税

に

負

担

を

感

じ

る

の

で

は

な

い

か

と

私

は

考

え

る

。

現

在

日

本

は

、

一

般

会

計

の

約

六

割

を

税

金

、

約

四

割

を

国

債

と

借

金

で

賄

っ

て

い

る

そ

う

だ

。

こ

れ

は

危

機

的

状

況

と

言

え

る

。

少

子

高

齢

化

が

進

む

こ

と

で

医

療

や

年

金

な

ど

に

か

か

る

保

険

料

の

負

担

は

増

加

し

た

に

も

関

わ

ら

ず

、

収

支

の

バ

ラ

ン

ス

が

取

れ

て

い

な

い

現

状

が

あ

る

。

税

や

社

会

保

険

料

の

負

担

が

、

今

現

在

や

将

来

の

生

活

の

安

心

感

に

つ

な

が

ら

な

い

場

合

、

世

論

の

動

向

は

「

痛

税

感

」

だ

け

が

目

立

つ

も

の

に

な

る

だ

ろ

う

。

　

し

か

し

、

私

は

あ

え

て

「

痛

税

感

」

を

大

切

に

す

る

こ

と

を

提

言

し

た

い

。

痛

み

が

あ

る

か

ら

こ

そ

財

政

に

関

心

を

持

ち

、

そ

の

規

律

を

求

め

る

よ

う

に

な

る

と

思

う

か

ら

だ

。

な

ぜ

税

を

払

う

必

要

が

あ

る

の

か

、

税

は

ど

の

よ

う

な

目

的

で

使

わ

れ

る

の

か

、

と

い

う

疑

問

の

先

に

は

国

家

の

組

織

や

制

度

設

計

が

あ

る

。

自

分

た

ち

で

選

ん

だ

国

会

議

員

が

国

会

で

決

め

た

税

を

自

分

た

ち

の

手

で

支

払

う

。

こ

の

行

動

こ

そ

が

国

を

作

る

仕

組

み

で

あ

る

。

だ

か

ら

国

民

に

は

選

挙

権

が

あ

り

、

同

時

に

納

税

の

義

務

が

あ

る

の

だ

と

気

づ

く

の

だ

。

私

は

、

税

を

知

る

こ

と

は

社

会

の

あ

り

方

を

学

ぶ

こ

と

だ

と

思

う

。

自

助

だ

け

で

人

生

を

生

き

る

こ

と

な

ど

で

き

な

い

。

ケ

ア

や

リ

ス

ク

に

対

処

す

る

機

能

を

社

会

に

埋

め

込

む

こ

と

が

納

税

の

目

的

だ

と

知

る

と

、

人

生

に

安

心

感

が

生

ま

れ

る

。

私

は

税

に

つ

い

て

学

び

、

社

会

保

障

な

ど

の

恩

恵

の

享

受

は

当

た

り

前

で

は

な

い

こ

と

を

知

っ

た

。

私

は

こ

れ

か

ら

も

生

活

と

密

接

に

結

び

つ

く

税

の

正

し

い

あ

り

方

を

考

え

、

来

た

る

べ

き

時

に

は

誇

り

を

持

っ

て

納

税

で

き

る

よ

う

、

学

び

を

深

め

て

い

き

た

い

。

税　の　し　る　べ
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私

は

祖

父

が

大

好

き

だ

。

祖

父

は

医

者

と

し

て

人

生

を

全

う

し

、

三

年

前

に

癌

で

亡

く

な

っ

た

。

よ

く

仕

事

の

合

間

を

縫

っ

て

遊

び

に

連

れ

て

行

っ

て

く

れ

た

こ

と

を

覚

え

て

い

る

。

そ

ん

な

祖

父

は

仕

事

に

対

し

て

人

一

倍

真

面

目

だ

っ

た

と

い

う

。

　

祖

父

は

入

院

施

設

の

あ

る

病

院

を

開

業

し

て

い

た

。

そ

の

た

め

夜

中

に

寝

て

い

る

時

で

も

病

院

か

ら

呼

び

出

し

が

あ

る

と

す

ぐ

に

入

院

患

者

の

も

と

へ

駆

け

つ

け

た

そ

う

だ

。

そ

ん

な

仕

事

熱

心

な

祖

父

は

高

額

納

税

者

と

し

て

新

聞

に

載

っ

た

こ

と

が

あ

り

、

収

入

の

半

分

近

く

を

所

得

税

と

し

て

納

め

て

い

た

。

そ

れ

を

知

っ

て

尊

敬

す

る

と

同

時

に

そ

ん

な

に

税

金

を

と

ら

れ

る

の

だ

、

と

い

う

感

情

に

も

な

っ

た

。

そ

の

時

の

私

は

税

金

を

「

と

ら

れ

る

」

と

い

う

認

識

だ

っ

た

。

　

祖

父

が

他

界

し

て

祖

母

と

よ

く

祖

父

の

話

を

す

る

よ

う

に

な

っ

た

。

あ

る

日

祖

母

が

、

「

お

じ

い

ち

ゃ

ん

は

よ

く

『

世

の

た

め

人

の

た

め

に

自

分

は

働

い

て

い

る

。

』

と

言

っ

て

い

た

の

よ

。

世

の

た

め

、

と

は

国

の

た

め

に

税

金

を

納

め

る

こ

と

。

人

の

た

め

、

と

は

患

者

さ

ん

を

助

け

る

こ

と

。

そ

れ

が

お

じ

い

ち

ゃ

ん

の

口

癖

だ

っ

た

の

よ

。

」

と

言

っ

た

。

今

ま

で

私

は

税

金

を

「

と

ら

れ

る

」

と

し

か

思

っ

て

い

な

か

っ

た

。

し

か

し

祖

父

は

税

金

を

国

の

た

め

に

「

納

め

る

」

と

思

っ

て

い

た

の

だ

。

少

し

の

言

葉

の

違

い

か

も

し

れ

な

い

。

け

れ

ど

私

と

祖

父

の

税

へ

の

考

え

方

は

大

き

な

違

い

が

あ

る

と

感

じ

た

。

正

直

私

は

税

金

を

不

満

に

思

っ

た

こ

と

が

あ

る

が

、

祖

父

が

不

満

を

口

に

出

し

た

こ

と

は

一

度

も

な

か

っ

た

そ

う

だ

。

そ

し

て

祖

母

が

続

け

て

言

っ

た

。

「

お

じ

い

ち

ゃ

ん

が

初

め

て

年

金

を

貰

っ

た

時

、

あ

り

が

た

い

な

、

と

何

度

も

言

っ

て

嬉

し

そ

う

に

し

て

い

た

の

よ

。

」

そ

れ

を

聞

い

て

ハ

ッ

と

し

た

。

今

ま

で

私

は

税

金

を

納

め

る

こ

と

だ

け

に

目

が

い

っ

て

、

税

金

に

よ

る

恩

恵

が

見

え

な

く

な

っ

て

い

た

。

そ

う

や

っ

て

祖

父

が

年

金

を

貰

え

た

の

も

国

の

み

ん

な

が

責

任

を

持

っ

て

税

金

を

納

め

て

く

れ

た

お

か

げ

だ

。

そ

れ

に

そ

の

年

金

は

祖

父

が

今

ま

で

納

め

て

き

た

納

金

が

循

環

し

て

戻

っ

て

き

た

の

か

も

し

れ

な

い

。

税

金

を

納

め

る

こ

と

は

国

の

経

済

を

循

環

さ

せ

て

自

分

や

未

来

を

守

る

こ

と

に

も

繋

が

る

、

今

ま

で

私

は

税

金

に

よ

っ

て

賄

わ

れ

て

い

る

物

と

い

え

ば

教

科

書

く

ら

い

し

か

思

い

つ

か

な

か

っ

た

。

だ

が

学

校

の

机

や

黒

板

、

道

路

や

水

道

の

整

備

な

ど

、

あ

っ

て

当

た

り

前

の

よ

う

に

使

っ

て

い

た

も

の

に

も

税

金

が

使

わ

れ

て

い

る

。

私

に

は

税

に

よ

る

恩

恵

の

知

識

が

足

り

て

い

な

い

と

思

っ

た

し

、

い

と

も

簡

単

に

そ

れ

ら

を

受

け

取

っ

て

い

る

と

気

づ

い

た

。

税

金

に

対

す

る

不

満

を

耳

に

す

る

こ

と

は

少

な

く

な

い

。

人

は

マ

イ

ナ

ス

ば

か

り

に

目

が

行

き

が

ち

で

隠

れ

た

プ

ラ

ス

に

気

づ

か

な

い

こ

と

が

多

い

。

だ

か

ら

こ

そ

、

そ

の

人

達

も

少

し

周

り

を

見

渡

す

だ

け

で

税

に

よ

る

恩

恵

が

そ

こ

ら

中

に

溢

れ

て

い

る

こ

と

に

気

が

つ

き

、

当

た

り

前

に

あ

る

環

境

の

有

難

み

を

感

じ

、

感

謝

の

姿

勢

を

持

て

る

は

ず

だ

。

　

今

、

私

は

税

に

よ

っ

て

支

え

ら

れ

る

こ

と

の

方

が

多

い

。

大

人

に

な

っ

た

ら

今

度

は

私

が

支

え

る

番

だ

。

税

の

恩

恵

を

受

け

て

い

る

こ

と

を

忘

れ

ず

、

祖

父

の

よ

う

に

世

の

た

め

人

の

た

め

に

責

任

と

誇

り

を

持

っ

て

、

税

金

を

納

め

る

義

務

を

果

た

し

て

い

き

た

い

。

　

「

生

き

て

い

る

だ

け

で

お

金

が

か

か

る

な

ん

て

、

厄

介

だ

な

あ

。

」

　

私

は

、

こ

れ

ま

で

税

金

に

つ

い

て

、

こ

の

よ

う

な

印

象

し

か

持

っ

て

い

な

か

っ

た

。

消

費

税

、

住

民

税

、

所

得

税

…

私

た

ち

が

生

活

す

る

う

え

で

、

様

々

な

こ

と

が

ら

に

対

し

て

な

に

か

と

干

渉

し

て

く

る

税

金

。

税

金

に

つ

い

て

の

知

識

が

な

か

っ

た

以

前

の

自

分

に

は

、

面

倒

な

も

の

、

と

い

う

考

え

し

か

出

て

こ

な

か

っ

た

。

　

私

は

小

さ

い

頃

、

突

然

の

肺

炎

で

病

院

に

搬

送

さ

れ

た

こ

と

が

あ

る

。

頭

が

ぼ

ん

や

り

と

し

て

、

心

細

く

て

た

ま

ら

な

か

っ

た

と

き

に

、

救

急

車

の

中

で

、

励

ま

し

な

が

ら

、

す

ぐ

に

処

置

を

し

て

く

れ

て

と

て

も

安

心

し

た

覚

え

が

あ

る

。

数

日

ば

か

り

の

入

院

だ

っ

た

も

の

の

、

そ

の

と

き

は

、

た

く

さ

ん

の

お

金

を

払

わ

な

け

れ

ば

い

け

な

い

の

か

も

し

れ

な

い

と

怖

が

っ

て

い

た

。

し

か

し

、

退

院

後

も

そ

の

よ

う

な

請

求

を

さ

れ

る

こ

と

は

な

く

、

と

て

も

不

思

議

だ

っ

た

。

そ

う

い

え

ば

、

と

思

い

出

し

て

、

当

事

の

こ

と

に

つ

い

て

尋

ね

る

と

、

母

は

「

あ

あ

、

そ

れ

は

税

金

の

お

か

げ

な

ん

だ

よ

」

と

話

し

て

く

れ

た

。

　

そ

れ

に

と

て

も

驚

い

た

私

は

、

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

や

資

料

か

ら

、

医

療

費

と

税

金

の

関

係

に

つ

い

て

調

べ

て

み

た

。

す

る

と

、

二

つ

の

事

が

分

か

っ

た

。

一

つ

目

は

、

あ

の

日

、

処

置

し

て

も

ら

っ

た

と

き

に

お

金

が

ほ

と

ん

ど

か

か

ら

な

か

っ

た

の

は

、

税

金

に

よ

っ

て

、

医

療

費

の

負

担

が

さ

れ

て

い

た

か

ら

だ

と

い

う

こ

と

。

も

う

一

つ

は

、

こ

れ

が

当

た

り

前

で

は

な

い

こ

と

だ

。

他

国

と

の

医

療

費

の

負

担

額

を

比

べ

た

資

料

で

も

、

日

本

の

自

己

負

担

額

が

少

な

い

こ

と

は

一

目

瞭

然

で

あ

っ

た

。

ま

た

、

関

連

記

事

か

ら

、

ア

メ

リ

カ

で

は

、

救

急

車

を

一

回

呼

ぶ

の

に

何

万

円

も

か

か

る

、

と

い

う

こ

と

も

知

っ

た

。

も

し

日

本

に

、

税

金

で

医

療

費

の

負

担

を

し

て

く

れ

る

と

い

う

制

度

が

な

け

れ

ば

、

い

ま

生

き

る

こ

と

す

ら

ま

ま

な

ら

な

い

状

態

に

な

っ

て

い

た

の

か

も

し

れ

な

い

。

　

小

さ

な

き

っ

か

け

か

ら

、

税

金

に

つ

い

て

少

し

ふ

れ

て

み

る

と

、

想

像

が

つ

か

な

い

く

ら

い

た

く

さ

ん

の

こ

と

、

私

た

ち

の

身

の

回

り

の

あ

ら

ゆ

る

場

面

で

税

金

が

役

立

て

ら

れ

て

い

る

こ

と

が

分

か

っ

た

。

例

え

ば

、

今

鳴

門

市

が

行

っ

て

い

る

「

中

学

生

の

英

語

検

定

受

験

の

無

償

化

」

も

そ

の

一

つ

に

含

ま

れ

る

。

こ

れ

に

も

、

税

金

か

ら

集

め

ら

れ

た

市

の

予

算

か

ら

使

わ

れ

て

い

る

。

私

が

英

語

検

定

を

受

け

よ

う

と

思

っ

た

の

は

、

こ

の

取

り

組

み

が

き

っ

か

け

で

あ

る

。

　

納

税

は

国

民

の

義

務

で

あ

る

。

税

金

は

、

私

た

ち

が

心

地

よ

い

生

活

を

送

る

た

め

に

必

要

な

も

の

に

、

あ

て

ら

れ

て

い

る

お

金

だ

。

「

生

き

て

い

る

だ

け

で

お

金

が

か

か

る

」

の

で

は

な

く

、

生

き

る

た

め

に

こ

の

お

金

が

納

め

ら

れ

な

け

れ

ば

い

け

な

い

の

だ

。

「

納

税

は

面

倒

だ

」

と

決

め

つ

け

て

、

関

心

を

持

た

な

い

の

で

は

い

け

な

い

。

何

に

役

立

て

ら

れ

て

い

る

の

か

、

そ

う

考

え

を

巡

ら

せ

る

こ

と

が

大

切

だ

。

　

誰

か

が

納

め

て

い

る

税

金

が

、

あ

な

た

を

助

け

て

い

る

。

ま

た

、

あ

な

た

が

納

め

て

い

る

税

金

が

、

誰

か

を

助

け

て

い

る

。

私

も

、

こ

れ

か

ら

は

、

よ

り

よ

い

社

会

を

つ

く

る

一

員

と

し

て

、

そ

の

自

覚

を

持

っ

て

、

き

っ

ち

り

と

税

金

を

納

め

て

い

き

た

い

と

思

う

。

　

あ

る

日

、

父

が

い

つ

に

な

く

真

面

目

な

顔

を

し

て

言

っ

た

。

「

ふ

る

さ

と

納

税

の

こ

と

な

ん

だ

け

ど

。

」

ち

ょ

う

ど

家

族

が

全

員

揃

っ

て

い

た

の

で

、

皆

少

し

驚

い

て

父

の

方

を

向

い

た

。

「

石

川

県

に

寄

付

し

よ

う

と

思

う

。

能

登

半

島

地

震

の

義

援

金

。

返

礼

品

は

な

い

。

助

け

合

い

た

い

か

ら

。

」

母

は

そ

ん

な

父

を

見

て

「

私

も

寄

付

す

る

よ

。

」

と

言

っ

た

。

今

ま

で

納

め

て

き

た

税

金

の

中

で

何

よ

り

も

実

感

の

あ

る

納

め

方

だ

、

と

。

　

そ

の

日

は

能

登

で

過

ご

し

て

い

る

人

々

の

こ

と

を

思

い

、

不

安

に

襲

わ

れ

た

り

寒

さ

に

震

え

て

い

る

こ

と

が

な

い

よ

う

に

と

祈

っ

て

過

ご

し

た

。

　

そ

の

後

、

石

川

県

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

能

登

半

島

地

震

に

係

る

寄

付

に

つ

い

て

調

べ

て

み

た

。

　

主

要

４

社

の

寄

付

仲

介

サ

イ

ト

を

通

じ

た

寄

付

額

は

３

月

下

旬

ま

で

に

計

五

四

億

円

超

と

過

去

最

多

に

達

す

る

。

災

害

対

応

に

追

わ

れ

る

夜

災

自

治

体

の

代

理

と

し

て

寄

付

を

受

け

付

け

る

自

治

体

も

百

を

超

え

、

災

害

支

援

の

手

法

と

し

て

定

着

し

て

き

た

と

書

い

て

あ

っ

た

。

仲

介

サ

イ

ト

は

「

災

害

支

援

寄

付

」

な

ど

の

名

称

で

災

害

時

に

寄

付

を

募

っ

て

い

る

。

寄

付

者

へ

の

返

礼

品

は

な

く

、

仲

介

サ

イ

ト

も

自

治

体

か

ら

手

数

料

を

取

ら

な

い

。

　

こ

の

取

り

組

み

は

紛

れ

も

な

く

優

し

さ

と

思

い

や

り

の

結

果

が

生

み

出

し

た

と

思

う

。

私

は

、

何

か

あ

っ

た

時

に

手

を

取

り

合

っ

て

助

け

合

う

日

本

の

こ

と

を

誇

ら

し

く

思

っ

た

。

　

ま

た

、

ふ

る

さ

と

納

税

の

仕

組

み

に

つ

い

て

分

か

ら

な

い

こ

と

が

多

か

っ

た

の

で

調

べ

て

み

た

。

　

ふ

る

さ

と

納

税

と

は

、

自

分

が

好

き

な

自

治

体

へ

寄

付

で

き

る

制

度

だ

。

人

口

の

多

い

都

会

は

税

収

が

多

く

な

り

、

人

口

の

少

な

い

地

方

で

は

税

収

が

少

な

く

な

る

と

い

っ

た

税

収

が

偏

っ

て

し

ま

う

問

題

を

解

決

す

る

た

め

に

導

入

さ

れ

た

。

自

分

が

選

ん

だ

自

治

体

へ

寄

付

を

す

る

と

、

お

礼

と

し

て

返

礼

品

が

届

く

と

い

う

仕

組

み

に

な

っ

て

い

る

。

ま

た

、

寄

付

金

の

ほ

と

ん

ど

は

、

年

収

額

等

に

応

じ

た

一

定

の

限

度

額

ま

で

、

住

民

税

控

除

や

所

得

税

還

付

を

受

け

ら

れ

る

。

実

質

負

担

二

千

円

で

地

方

の

特

産

物

な

ど

を

も

ら

え

る

こ

と

か

ら

利

用

者

が

増

え

て

き

て

い

る

そ

う

だ

。

様

々

な

自

治

体

の

中

か

ら

ど

こ

に

寄

付

を

す

る

の

か

考

え

、

届

い

た

返

礼

品

を

見

な

が

ら

思

い

を

馳

せ

る

の

は

視

野

が

広

が

る

良

い

チ

ャ

ン

ス

に

な

る

。

さ

ら

に

、

返

礼

品

を

作

り

、

送

る

と

い

う

仕

事

で

地

元

の

生

産

者

の

皆

さ

ん

に

も

活

気

が

生

ま

れ

、

良

い

歯

車

と

な

る

。

　

今

回

は

石

川

県

に

寄

付

を

し

、

返

礼

品

こ

そ

形

と

し

て

は

受

け

取

ら

な

か

っ

た

が

、

私

に

は

目

に

見

え

な

い

も

の

を

頂

け

た

気

が

し

て

い

る

。

こ

の

お

金

が

生

き

た

使

い

方

を

し

て

も

ら

え

る

こ

と

を

願

っ

て

い

る

。

　

寄

付

を

し

て

以

来

、

ニ

ュ

ー

ス

で

見

た

被

災

者

の

皆

さ

ん

の

様

子

が

自

分

た

ち

の

こ

と

の

よ

う

に

近

く

感

じ

、

関

心

を

持

つ

き

っ

か

け

に

な

っ

た

。

　

あ

た

た

か

い

心

を

寄

付

し

、

助

け

合

う

。

そ

れ

が

一

番

の

税

の

使

い

道

な

の

か

も

し

れ

な

い

。

　

「

三

日

分

で

。

」

私

が

風

邪

を

ひ

き

、

病

院

で

医

師

か

ら

薬

の

処

方

日

数

を

聞

か

れ

た

際

の

母

の

答

え

だ

。

「

え

っ

三

日

分

で

い

い

の

？

」

医

師

が

少

し

驚

い

た

。

何

故

三

日

分

に

し

た

の

か

私

も

気

に

な

り

、

病

院

を

出

て

か

ら

、

母

に

尋

ね

た

。

咳

が

ひ

ど

く

な

っ

て

き

た

か

ら

診

て

も

ら

っ

た

が

、

感

染

症

で

は

な

い

風

邪

な

ら

、

い

つ

も

薬

を

飲

め

ば

、

三

日

以

内

に

落

ち

着

く

。

一

週

間

分

貰

っ

て

も

、

治

っ

た

ら

飲

ま

な

い

し

、

余

っ

た

分

は

捨

て

る

こ

と

に

な

る

か

ら

勿

体

な

い

と

の

こ

と

だ

っ

た

。

ま

た

、

「

解

熱

剤

ど

う

し

ま

し

ょ

う

」

と

い

う

問

い

に

も

、

「

前

回

頂

い

た

本

人

の

薬

が

残

っ

て

い

る

の

で

大

丈

夫

で

す

。

」

と

断

っ

て

い

た

。

そ

ん

な

に

処

方

薬

を

減

ら

し

て

、

意

味

は

あ

る

の

だ

ろ

う

か

と

、

疑

問

に

思

っ

た

。

そ

ん

な

あ

る

日

、

テ

レ

ビ

か

ら

「

飲

み

残

し

た

薬

は

薬

局

へ

」

と

聞

こ

え

て

き

た

。

私

は

、

そ

れ

が

と

て

も

気

に

な

り

、

詳

し

く

調

べ

て

み

る

こ

と

に

し

た

。

　

す

る

と

、

毎

年

か

な

り

の

額

の

残

薬

が

廃

棄

さ

れ

て

い

る

こ

と

、

ま

た

、

残

薬

を

薬

局

へ

持

っ

て

い

く

と

、

処

方

日

数

調

整

が

で

き

る

可

能

性

が

あ

る

こ

と

が

分

か

っ

た

。

こ

れ

ら

医

療

費

の

一

部

は

、

税

金

で

賄

わ

れ

て

い

る

。

と

い

う

こ

と

は

、

知

ら

ず

知

ら

ず

に

税

金

を

無

駄

に

し

て

い

る

か

も

し

れ

な

い

と

、

驚

愕

し

、

母

の

行

動

は

、

意

味

の

あ

る

大

事

な

こ

と

だ

と

気

付

か

さ

れ

た

。

　

さ

ら

に

調

べ

て

い

る

と

、

救

急

車

も

深

刻

な

問

題

に

あ

る

こ

と

が

分

か

っ

た

。

日

本

で

は

、

原

則

的

に

誰

で

も

救

急

車

を

無

料

で

利

用

で

き

る

。

当

た

り

前

に

感

じ

て

い

る

こ

う

し

た

救

急

体

制

が

整

備

さ

れ

て

い

る

こ

と

は

、

世

界

的

に

見

る

と

稀

な

の

だ

。

そ

し

て

、

こ

の

制

度

も

納

税

に

よ

っ

て

支

え

ら

れ

て

い

る

。

し

か

し

、

救

急

出

動

件

数

は

、

年

々

増

加

し

て

お

り

、

令

和

五

年

は

、

七

六

三

万

以

上

と

過

去

最

高

だ

っ

た

。

要

因

は

、

高

齢

者

の

傷

病

者

の

増

加

・

熱

中

症

傷

病

者

の

増

加

だ

。

高

齢

化

が

進

み

、

地

球

温

暖

化

が

地

球

沸

騰

化

と

言

わ

れ

る

昨

今

、

こ

れ

ら

の

救

急

搬

送

は

、

今

後

も

増

え

る

こ

と

が

考

え

ら

れ

る

が

、

必

要

と

し

て

い

る

人

に

、

税

を

通

し

て

救

助

の

手

が

届

け

ら

れ

る

制

度

に

は

、

国

民

の

一

人

と

し

て

誇

り

に

す

ら

感

じ

ら

れ

る

。

し

か

し

、

問

題

は

「

緊

急

性

の

低

い

傷

病

者

の

増

加

」

が

あ

る

こ

と

だ

。

傷

病

搬

送

内

訳

で

見

る

と

、

な

ん

と

四

八

％

が

軽

傷

だ

っ

た

の

だ

。

私

の

祖

母

が

倒

れ

、

救

急

車

が

す

ぐ

来

て

く

れ

た

時

の

頼

も

し

さ

、

安

心

感

は

、

今

で

も

は

っ

き

り

覚

え

て

い

る

。

こ

う

し

た

救

急

体

制

が

整

備

さ

れ

、

誰

も

が

平

等

に

医

療

を

受

け

ら

れ

る

制

度

は

、

納

税

に

よ

っ

て

支

え

ら

れ

て

い

る

。

納

税

以

上

の

恩

恵

だ

。

し

か

し

今

後

、

こ

れ

ら

に

係

る

費

用

は

増

加

し

て

い

き

「

す

ぐ

に

来

て

く

れ

る

」

救

急

車

は

難

し

く

な

っ

て

し

ま

う

か

も

し

れ

な

い

。

こ

れ

は

、

重

大

な

問

題

だ

。

　

「

三

日

分

で

。

」

母

の

行

動

は

、

日

本

全

体

で

見

た

ら

、

と

て

も

小

さ

な

こ

と

だ

。

し

か

し

、

国

民

全

員

が

税

に

関

心

を

持

ち

、

大

切

に

使

う

意

識

を

持

て

ば

、

大

き

な

節

税

に

な

り

、

こ

の

医

療

制

度

を

、

未

来

の

日

本

を

守

っ

て

い

け

る

の

で

は

な

い

か

と

思

う

。

　

私

の

夢

は

、

医

者

に

な

る

こ

と

だ

。

将

来

、

目

の

前

の

患

者

を

救

う

だ

け

で

な

く

、

納

税

と

い

う

形

で

見

え

な

い

患

者

も

救

え

る

大

人

に

な

ろ

う

と

思

う

。

（８）税　の　し　る　べ令和６年（２０２４年） 月 日 　



　

我

が

国

の

所

得

税

法

で

は

、

個

人

が

稼

得

す

る

所

得

を

そ

の

源

泉

の

性

質

に

応

じ

て

�

種

類

に

区

分

し

、

そ

れ

ぞ

れ

の

所

得

の

性

質

に

応

じ

て

、

所

得

金

額

の

計

算

方

法

を

定

め

て

い

る

。

こ

の

よ

う

に

、

�

種

類

に

区

分

す

る

こ

と

自

体

の

合

理

性

に

つ

い

て

は

、

種

々

議

論

の

あ

る

と

こ

ろ

で

あ

る

が

、

今

回

は

、

給

与

所

得

と

退

職

所

得

の

区

分

の

問

題

に

触

れ

る

こ

と

と

す

る

。

　

給

与

所

得

と

は

、

「

俸

給

、

給

料

、

賃

金

、

歳

費

及

び

賞

与

並

び

に

こ

れ

ら

の

性

質

を

有

す

る

給

与

に

係

る

所

得

」

と

定

め

ら

れ

て

い

る

。

こ

の

給

与

所

得

を

得

て

い

る

給

与

所

得

者

が

、

所

得

税

の

納

税

者

の

最

大

多

数

を

占

め

る

こ

と

に

な

る

。

こ

の

給

与

所

得

者

が

生

涯

一

度

か

二

度

も

ら

う

こ

と

の

で

き

る

退

職

金

が

退

職

所

得

と

し

て

別

途

課

税

さ

れ

る

。

こ

の

退

職

所

得

は

、

「

退

職

手

当

、

一

時

恩

給

そ

の

他

の

退

職

に

よ

り

一

時

に

受

け

る

給

与

及

び

こ

れ

ら

の

性

質

を

有

す

る

給

与

」

と

定

義

さ

れ

る

。

　

こ

の

よ

う

に

、

給

与

所

得

者

は

、

雇

用

主

と

の

雇

用

契

約

の

下

で

、

給

与

所

得

と

退

職

所

得

を

得

る

こ

と

に

な

る

が

、

後

者

が

、

老

後

の

生

活

資

金

等

に

充

て

ら

れ

る

等

の

理

由

で

、

課

税

上

著

し

く

優

遇

さ

れ

て

い

る

。

な

ら

ば

、

同

じ

雇

用

契

約

に

お

い

て

支

給

さ

れ

る

給

与

で

あ

れ

ば

、

退

職

所

得

に

な

る

よ

う

な

給

与

の

支

給

方

法

を

選

択

し

た

方

が

、

給

与

所

得

者

に

と

っ

て

も

雇

用

主

に

と

っ

て

も

得

策

に

な

る

。

　

そ

の

た

め

、

退

職

金

（

退

職

所

得

）

と

し

て

支

払

っ

て

も

、

税

務

署

長

か

ら

給

与

所

得

と

し

て

認

定

さ

れ

追

徴

課

税

を

受

け

、

さ

ら

に

は

、

法

人

税

に

お

い

て

も

、

そ

れ

が

役

員

に

対

す

る

も

の

で

あ

れ

ば

、

損

金

不

算

入

と

さ

れ

る

こ

と

も

時

と

し

て

あ

る

。

こ

の

給

与

所

得

と

退

職

所

得

の

区

分

に

つ

い

て

、

５

年

ご

と

に

い

っ

た

ん

退

職

し

た

こ

と

に

し

て

退

職

金

名

義

で

支

給

し

た

金

員

が

争

わ

れ

た

事

案

に

つ

き

、

最

高

裁

昭

和

�

年

９

月

９

日

判

決

は

、

退

職

所

得

に

当

た

る

た

め

に

は

、

次

の

要

件

を

満

た

す

必

要

が

あ

る

旨

判

示

し

て

い

る

（

同

旨

�

年

ご

と

の

退

職

金

名

義

の

金

員

に

つ

き

最

高

裁

昭

和

�

年

�

月

�

日

判

決

）

。

　

①

　

退

職

す

な

わ

ち

勤

務

関

係

の

終

了

と

い

う

事

実

に

よ

っ

て

は

じ

め

て

給

付

さ

れ

る

こ

と

　

②

　

従

来

の

継

続

的

な

勤

務

に

対

す

る

報

償

な

い

し

そ

の

間

の

労

務

の

対

価

の

一

部

の

後

払

い

の

性

質

を

有

す

る

こ

と

　

③

　

一

時

金

と

し

て

支

払

わ

れ

る

こ

と

　

こ

の

よ

う

な

給

与

所

得

と

退

職

所

得

の

区

分

に

つ

い

て

は

、

特

に

、

会

社

の

役

員

に

つ

い

て

問

題

と

な

る

。

例

え

ば

、

社

長

か

ら

相

談

役

に

な

っ

た

場

合

、

常

勤

取

締

役

が

監

査

役

に

な

っ

た

場

合

、

常

勤

取

締

役

が

非

常

勤

取

締

役

に

な

っ

た

場

合

等

に

、

社

内

規

定

に

基

づ

い

て

退

職

金

が

支

払

わ

れ

る

こ

と

が

あ

る

が

、

こ

れ

ら

の

場

合

に

は

、

所

得

税

法

上

の

所

得

区

分

の

み

な

ら

ず

、

法

人

税

法

上

の

損

金

不

算

入

問

題

が

生

じ

る

こ

と

に

な

る

。

そ

の

中

で

も

、

創

業

者

で

あ

る

社

長

が

辞

職

し

た

場

合

、

辞

職

後

も

「

自

分

の

会

社

で

あ

る

」

と

い

う

意

識

の

下

で

、

日

常

経

営

の

指

揮

を

執

る

と

、

法

人

税

法

上

は

「

役

員

」

と

み

な

さ

れ

、

も

ら

っ

た

退

職

金

が

損

金

不

算

入

と

な

り

、

厄

介

な

こ

と

に

な

る

。

　

そ

の

た

め

、

所

得

税

基

本

通

達

及

び

法

人

税

基

本

通

達

に

お

い

て

も

、

「

役

員

の

分

掌

変

更

等

の

場

合

の

退

職

給

与

」

と

い

う

こ

と

で

、

退

職

給

与

（

退

職

所

得

）

と

し

て

取

扱

う

要

件

を

き

め

細

か

く

定

め

て

い

る

。

　

し

か

し

な

が

ら

、

こ

の

よ

う

な

所

得

区

分

や

課

税

上

の

取

扱

い

に

つ

い

て

は

、

我

が

国

の

伝

統

的

な

終

身

雇

用

制

度

の

下

で

は

、

そ

れ

な

り

の

合

理

性

が

あ

っ

た

か

も

し

れ

な

い

が

、

現

在

の

よ

う

に

、

雇

用

関

係

が

流

動

的

に

な

る

と

、

実

態

に

適

合

し

て

い

な

い

よ

う

に

も

考

え

ら

れ

る

。

　

そ

も

そ

も

、

給

与

所

得

で

あ

れ

、

退

職

所

得

で

あ

れ

、

同

じ

雇

用

関

係

（

又

は

委

任

関

係

等

）

の

下

で

支

給

さ

れ

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

雇

用

所

得

に

一

本

化

す

れ

ば

済

む

は

ず

で

あ

る

。

そ

の

上

で

、

そ

の

給

与

の

支

給

根

拠

が

、

会

社

規

定

等

に

お

い

て

、

長

期

の

勤

務

期

間

に

対

応

し

て

い

る

こ

と

が

明

確

に

さ

れ

て

い

た

の

で

あ

れ

ば

、

そ

の

勤

務

期

間

に

応

じ

て

、

軽

減

措

置

を

取

れ

ば

い

い

は

ず

で

あ

る

。

　

例

え

ば

、

当

該

給

与

の

支

給

根

拠

と

な

る

期

間

が

３

年

未

満

で

あ

れ

ば

、

一

律

に

現

行

の

よ

う

な

給

与

所

得

課

税

を

行

い

、

３

年

を

超

え

て

い

れ

ば

、

そ

の

年

数

に

応

じ

て

し

か

る

べ

く

軽

減

措

置

を

取

れ

ば

よ

い

の

で

あ

る

。

そ

う

す

れ

ば

、

所

得

税

法

及

び

法

人

税

法

の

規

定

も

簡

素

化

で

き

、

各

税

の

取

扱

通

達

の

両

者

の

区

分

も

必

要

な

く

な

る

。

【参考
】消耗品費等

（法人税基本通達２－２－�）

消耗品その他これに準ずる棚卸資産の

取得に要した費用の額は、当該棚卸資

産を消費した日の属する事業年度の損

金の額に算入するのであるが、法人が

事務用消耗品、作業用消耗品、梱包材

料、広告宣伝用印刷物、見本品その他こ

れらに準ずる棚卸資産（事業年度ごと

におおむね一定数量を取得し、かつ、経

常的に消費するものに限る。）の取得に

要した費用の額を継続してその取得を

した日の属する事業年度の損金の額に

算入している場合には、これを認める。

　第９回目は、調査事例１（製造業その

２）と事例２（輸送業）です。

【事例１】消耗品の棚卸計上漏れ

　徒歩移動が困難なほど広大な工場に臨

場した際の調査事例です。工場敷地内の

見取図を基に、工場見学のルートになっ

ていない建屋を抽出して、貯蔵庫を中心

に現物確認調査を実施しました。

　建屋内に点在する収納棚等に保管され

ている消耗品等を確認したところ、現場

の保管状況からみて、最終事業年度以前

から移動がないものや１年分以上の数量

があると思われるものが、多数、見受け

られました。

　期末に実施された消耗品等の棚卸表と

照合した結果、棚卸計上されずに損金処

理されていたもののうち、最終年度以前

に購入され、未使用となっているもので、

一定数量を毎年消費するものではないも

のが把握されました。これらの消耗品に

ついては、原則どおり、消費した日の属

する事業年度の損金に算入すべきもので

あると認められました。

　調査対象法人は、貯蔵品や消耗品の棚

卸に関するマニュアル等を作成して、各

担当者に周知していましたが、現場の社

員全員には消耗品費等の取扱い（法人税

基本通達２－２－�）が浸透しておらず、

現場における棚卸の実態も把握されてい

なかったことが、今回の棚卸計上漏れの

原因でした。

【事例２】修繕費の過大計上

　調査対象法人は、定期観光バスの運行

を行う輸送業者で、自社で数十台の大型

バスを所有し、運行を管理するため、車

両ごとに月ごとの運行予定表を作成して

いました。

　定期的に車両の点検や修繕等を行うた

め、一定期間ごとに車両の運行を休止し

ていたので、定期点検等の関係書類と運

行休止期間の照合を実施しました。決算

期末と翌期首の運行管理表を基に、車両

の修繕記録と運行休止期間を照合したと

ころ、修繕記録が期末に完了している車

両のうち、期首の前半が運行休止になっ

ているものが数台見受けられたため、修

繕を行った車両整備会社に対し、反面調

査を実施しました。

　その結果、取引先に依頼して、期末ま

でに完了していない車両修繕について

も、先行して請求書・納品書を発行させ、

修繕が完了したように仮装したうえで、

意図的に経費を繰上げ計上していたこと

が判明しました。

（９） 税　の　し　る　べ 令和６年（２０２４年） 月 日　



　

法

人

税

・

法

人

事

業

税

の

重

要

ポ

イ

ン

ト

を

こ

の

一

冊

に

集

約

。

制

度

内

容

の

確

認

か

ら

日

常

の

税

務

実

務

ま

で

幅

広

く

活

用

可

能

な

法

人

税

務

の

現

場

に

携

わ

る

方

々

必

携

の

「

ガ

イ

ド

ブ

ッ

ク

」

。

　

法

人

税

法

第

１

条

に

は

じ

ま

り

、

条

文

番

号

に

沿

っ

て

、

制

度

の

趣

旨

、

概

要

及

び

適

用

に

あ

た

っ

て

の

留

意

点

を

解

説

。

解

説

を

よ

り

深

く

理

解

す

る

た

め

の

主

要

裁

判

例

・

裁

決

例

及

び

国

税

庁

質

疑

応

答

事

例

を

紹

介

。

　

法

人

事

業

税

に

関

し

て

も

、

制

度

の

趣

旨

、

概

要

の

説

明

を

行

う

と

と

も

に

法

人

税

と

の

関

連

性

に

つ

い

て

解

説

。

　

要

所

に

図

表

、

「

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

Ｋ

」

、

「

コ

ラ

ム

」

を

織

り

交

ぜ

重

要

な

情

報

を

わ

か

り

や

す

く

簡

潔

に

ま

と

め

て

い

る

。

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

Ｋ

で

は

例

え

ば

、

「

自

己

株

式

等

の

取

得

が

予

定

さ

れ

て

い

る

株

式

等

」

「

履

行

義

務

が

一

定

の

期

間

に

わ

た

り

充

足

さ

れ

る

も

の

」

な

ど

、

コ

ラ

ム

で

は

、

「

証

拠

資

料

（

エ

ビ

デ

ン

ス

）

の

保

存

」

「

企

業

会

計

上

の

「

繰

延

資

産

」

」

な

ど

の

項

目

を

盛

り

込

む

。

　

「

事

項

索

引

」

及

び

「

法

令

索

引

」

を

収

録

し

、

確

認

項

目

を

即

座

に

検

索

可

能

。

　

Ａ

５

判

、

５

６

０

ペ

ー

ジ

。

定

価

２

４

２

０

円

（

税

込

み

）

。

申

し

込

み

は

、

（

一

財

）

大

蔵

財

務

協

会

販

売

局

（

℡

�

―

３

８

２

９

―

４

１

４

１

、

�

�

―

３

８

２

９

―

４

０

０

１

）

。

　

外

国

子

会

社

合

算

税

制

の

適

用

に

お

い

て

、

信

託

に

関

し

て

定

め

て

い

る

法

人

税

法

第

�

条

第

１

項

の

規

定

が

適

用

さ

れ

る

と

し

て

、

原

処

分

庁

の

主

張

を

一

部

退

け

た

事

例

。

　

請

求

人

が

、

外

国

子

会

社

合

算

税

制

の

基

準

所

得

金

額

の

計

算

上

、

外

国

関

係

会

社

が

子

会

社

か

ら

受

け

る

配

当

等

の

額

が

あ

る

と

し

て

、

そ

の

金

額

を

控

除

し

て

法

人

税

等

の

連

結

確

定

申

告

等

を

し

た

と

こ

ろ

、

原

処

分

庁

が

、

そ

の

控

除

し

た

金

額

は

、

そ

の

外

国

関

係

会

社

が

子

会

社

か

ら

受

け

る

配

当

等

の

額

に

該

当

し

な

い

な

ど

と

し

て

更

正

処

分

等

を

行

っ

た

の

に

対

し

、

請

求

人

が

、

原

処

分

の

一

部

の

取

消

し

を

求

め

た

事

案

で

、

国

税

不

服

審

判

所

は

、

原

処

分

庁

の

主

張

を

退

け

る

判

断

を

し

た

（

令

和

６

年

３

月

�

日

付

、

公

表

裁

決

）

。

事

案

の

概

要

　

請

求

人

は

、

〇

〇

等

を

営

む

内

国

法

人

で

あ

り

、

請

求

人

の

令

和

２

年

１

月

１

日

か

ら

同

年

�

月

�

日

ま

で

の

連

結

事

業

年

度

（

本

件

連

結

事

業

年

度

）

に

お

い

て

、

法

人

税

法

第

２

条

第

�

号

の

６

の

７

に

規

定

す

る

連

結

親

法

人

で

あ

っ

た

。

本

件

米

国

法

人

は

、

○

○

等

を

営

み

、

米

国

に

本

店

を

有

す

る

外

国

法

人

で

あ

り

、

平

成

〇

年

〇

月

〇

日

に

請

求

人

が

そ

の

発

行

済

株

式

の

全

部

を

取

得

し

、

本

件

連

結

事

業

年

度

に

お

い

て

、

請

求

人

が

そ

の

発

行

済

株

式

の

全

部

を

保

有

し

て

い

た

。

　

　

本

件

Ａ

法

人

は

、

Ｘ

島

に

本

店

を

有

す

る

外

国

法

人

で

あ

り

、

平

成

�

年

１

月

１

日

か

ら

令

和

元

年

�

月

�

日

ま

で

の

事

業

年

度

（

本

件

適

用

対

象

事

業

年

度

）

の

末

日

の

時

点

に

お

い

て

、

本

件

米

国

法

人

が

そ

の

発

行

済

株

式

の

全

部

を

保

有

し

て

い

た

。

　

　

本

件

Ｂ

法

人

（

本

件

Ｂ

法

人

が

発

行

し

た

株

式

を

「

本

件

株

式

」

と

い

う

）

は

、

Ｘ

島

に

本

店

を

有

す

る

外

国

法

人

で

あ

る

。

　

本

件

オ

ラ

ン

ダ

財

団

は

、

オ

ラ

ン

ダ

に

本

店

を

有

す

る

外

国

法

人

で

あ

り

、

本

件

米

国

法

人

と

は

資

本

関

係

が

な

い

。

　

本

件

オ

ラ

ン

ダ

財

団

の

目

的

は

、

①

本

件

株

式

を

保

有

し

て

管

理

す

る

た

め

に

、

ｄ

ｅ

ｐ

ｏ

ｓ

ｉ

ｔ

ａ

ｒ

ｙ

　

ｒ

ｅ

ｃ

ｅ

ｉ

ｐ

ｔ

ｓ

（

本

件

Ｄ

Ｒ

）

を

対

価

と

し

て

本

件

株

式

の

所

有

権

を

取

得

す

る

こ

と

、

②

本

件

株

式

に

係

る

議

決

権

お

よ

び

そ

の

他

の

権

利

（

議

決

権

等

）

を

行

使

す

る

こ

と

、

③

本

件

株

式

に

つ

い

て

支

払

わ

れ

る

配

当

金

お

よ

び

そ

の

他

の

分

配

金

（

配

当

金

等

）

を

受

け

取

り

、

そ

の

ま

ま

本

件

Ｄ

Ｒ

の

保

有

者

に

対

し

て

引

き

渡

す

こ

と

等

で

あ

る

。

　

本

件

米

国

法

人

は

、

本

件

オ

ラ

ン

ダ

財

団

と

の

間

で

、

平

成

�

年

６

月

�

日

を

効

力

発

生

日

と

し

て

、

「

Ｉ

Ｓ

Ｓ

Ｕ

Ａ

Ｎ

Ｃ

Ｅ

　

Ｏ

Ｆ

　

Ｄ

Ｅ

Ｐ

Ｏ

Ｓ

Ｉ

Ｔ

Ａ

Ｒ

Ｙ

　

Ｒ

Ｅ

Ｃ

Ｅ

Ｉ

Ｐ

Ｔ

Ｓ

　

Ａ

Ｇ

Ｒ

Ｅ

Ｅ

Ｍ

Ｅ

Ｎ

Ｔ

」

と

題

す

る

書

面

を

作

成

し

た

（

本

件

発

行

契

約

）

。

　

本

件

発

行

契

約

は

、

オ

ラ

ン

ダ

の

法

律

に

準

拠

し

て

定

め

ら

れ

、

本

件

米

国

法

人

は

、

本

件

株

式

の

全

部

を

保

有

し

て

い

た

が

、

本

件

発

行

契

約

の

定

め

に

よ

っ

て

、

本

件

株

式

の

全

部

を

本

件

オ

ラ

ン

ダ

財

団

に

対

し

て

譲

渡

し

、

引

換

え

に

本

件

オ

ラ

ン

ダ

財

団

か

ら

本

件

Ｄ

Ｒ

の

発

行

を

受

け

た

。

　

本

件

米

国

法

人

、

本

件

Ａ

法

人

お

よ

び

本

件

オ

ラ

ン

ダ

財

団

は

、

平

成

�

年

６

月

�

日

を

効

力

発

生

日

と

し

て

、

「

Ｔ

Ｒ

Ａ

Ｎ

Ｓ

Ｆ

Ｅ

Ｒ

　

Ｏ

Ｆ

　

Ｄ

Ｅ

Ｐ

Ｏ

Ｓ

Ｉ

Ｔ

Ａ

Ｒ

Ｙ

　

Ｒ

Ｅ

Ｃ

Ｅ

Ｉ

Ｐ

Ｔ

Ｓ

　

Ａ

Ｇ

Ｒ

Ｅ

Ｅ

Ｍ

Ｅ

Ｎ

Ｔ

」

と

題

す

る

書

面

を

作

成

し

た

（

本

件

移

転

契

約

）

。

　

本

件

移

転

契

約

は

、

オ

ラ

ン

ダ

の

法

律

に

準

拠

し

て

定

め

ら

れ

、

本

件

米

国

法

人

は

、

本

件

移

転

契

約

の

定

め

に

よ

っ

て

、

本

件

Ｄ

Ｒ

を

本

件

Ａ

法

人

に

対

し

て

移

転

し

、

引

換

え

に

本

件

Ａ

法

人

か

ら

普

通

株

式

お

よ

び

優

先

株

式

の

発

行

を

受

け

た

。

　

本

件

Ｂ

法

人

の

１

０

０

％

子

会

社

で

あ

る

本

件

Ｃ

法

人

は

、

平

成

�

年

１

月

�

日

、

株

主

で

あ

る

本

件

Ｂ

法

人

に

対

し

て

○

○

米

国

ド

ル

の

配

当

を

支

払

う

こ

と

を

決

議

。

本

件

Ｂ

法

人

は

、

平

成

�

年

１

月

�

日

、

株

主

で

あ

る

本

件

オ

ラ

ン

ダ

財

団

に

対

し

て

○

○

米

国

ド

ル

の

配

当

（

本

件

配

当

）

を

支

払

う

こ

と

を

決

議

。

本

件

Ｃ

法

人

は

、

前

記

の

配

当

決

議

日

と

同

日

で

あ

る

平

成

�

年

１

月

�

日

、

本

件

Ａ

法

人

に

対

し

て

○

○

米

国

ド

ル

を

支

払

っ

た

。

　

請

求

人

は

、

本

件

連

結

事

業

年

度

の

連

結

確

定

申

告

に

当

た

り

、

本

件

Ａ

法

人

は

、

本

件

適

用

対

象

事

業

年

度

に

お

い

て

外

国

子

会

社

合

算

税

制

に

お

け

る

請

求

人

の

特

定

外

国

関

係

会

社

に

該

当

す

る

と

し

た

上

で

、

本

件

Ａ

法

人

の

基

準

所

得

金

額

の

計

算

上

、

本

件

配

当

に

相

当

す

る

額

は

措

置

法

施

行

令

第

�

条

の

１

１

５

第

１

項

第

４

号

に

規

定

す

る

子

会

社

か

ら

受

け

る

配

当

等

の

額

に

該

当

す

る

と

し

て

控

除

し

、

そ

の

結

果

、

本

件

Ａ

法

人

に

つ

い

て

は

、

連

結

所

得

の

金

額

に

加

算

す

べ

き

個

別

課

税

対

象

金

額

は

な

い

も

の

と

し

て

申

告

し

た

。

　

争

点

は

、

本

件

配

当

に

相

当

す

る

額

は

、

本

件

Ａ

法

人

の

本

件

適

用

対

象

事

業

年

度

に

お

け

る

基

準

所

得

金

額

の

計

算

上

、

措

置

法

施

行

令

第

�

条

の

１

１

５

第

１

項

第

４

号

に

規

定

す

る

子

会

社

か

ら

受

け

る

配

当

等

の

額

と

し

て

控

除

で

き

る

か

否

か

。

審

判

所

の

判

断

　

本

件

発

行

契

約

等

に

お

け

る

合

意

の

う

ち

、

わ

が

国

の

信

託

法

第

３

条

《

信

託

の

方

法

》

第

１

号

に

規

定

す

る

内

容

に

当

て

は

ま

る

部

分

に

つ

い

て

は

、

わ

が

国

の

信

託

法

上

の

信

託

契

約

に

相

当

し

、

本

件

発

行

契

約

等

に

よ

り

成

立

し

た

法

律

関

係

は

、

法

人

税

法

第

�

条

第

１

項

に

規

定

す

る

信

託

に

該

当

す

る

。

　

外

国

子

会

社

合

算

税

制

に

お

け

る

基

準

所

得

金

額

を

計

算

す

る

場

合

に

お

い

て

も

、

法

人

税

法

第

�

条

第

１

項

本

文

の

規

定

の

適

用

に

よ

り

、

同

項

本

文

に

規

定

す

る

信

託

の

受

益

者

が

当

該

信

託

の

信

託

財

産

に

属

す

る

資

産

お

よ

び

負

債

を

有

す

る

も

の

と

み

な

さ

れ

る

と

解

さ

れ

る

。

本

件

Ａ

法

人

は

、

同

項

本

文

の

規

定

に

よ

り

、

信

託

財

産

に

属

す

る

資

産

で

あ

る

本

件

株

式

を

有

す

る

も

の

と

み

な

さ

れ

、

か

つ

、

本

件

配

当

は

受

益

者

で

あ

る

本

件

Ａ

法

人

の

収

益

と

み

な

さ

れ

る

か

ら

、

本

件

Ａ

法

人

の

基

準

所

得

金

額

の

計

算

上

、

本

件

配

当

に

相

当

す

る

金

額

は

、

租

税

特

別

措

置

法

施

行

令

第

�

条

の

１

１

５

第

１

項

第

４

号

に

規

定

す

る

子

会

社

か

ら

受

け

る

配

当

等

の

額

に

該

当

し

、

控

除

さ

れ

る

（１０）税　の　し　る　べ令和６年（２０２４年） 月 日 　



　

こ

の

連

載

も

、

終

わ

り

に

近

づ

い

て

き

た

。

忙

し

い

仕

事

の

合

間

で

も

、

帰

宅

後

の

夜

の

ひ

と

り

の

時

間

で

も

、

通

勤

電

車

の

時

間

で

も

い

い

か

ら

、

税

法

の

本

を

読

み

た

く

な

る

。

読

者

に

そ

ん

な

刺

激

を

与

え

ら

れ

れ

ば

と

思

い

、

書

い

て

き

た

。

　

ど

こ

ま

で

成

功

し

て

き

た

か

は

わ

か

ら

な

い

が

、

読

書

こ

そ

が

知

識

の

源

泉

と

な

り

、

思

考

力

を

鍛

え

る

最

良

の

時

間

で

あ

る

こ

と

は

、

間

違

い

な

い

だ

ろ

う

。

　

そ

ん

な

わ

た

し

の

日

常

を

少

し

。

青

学

の

専

任

教

員

と

し

て

着

任

し

た

の

は

、

２

０

１

５

年

４

月

。

以

来

、

授

業

期

間

中

の

わ

た

し

に

華

金

は

な

か

っ

た

。

前

期

も

後

期

も

、

金

曜

は

６

限

と

７

限

に

大

学

院

の

授

業

が

あ

る

か

ら

だ

。

　

「

え

っ

。

何

時

ま

で

あ

る

の

で

す

か

？

９

時

と

か

で

す

か

？

」

と

聞

か

れ

る

が

、

�

時

�

分

ま

で

あ

る

。

そ

の

７

限

は

論

文

指

導

で

、

最

も

タ

フ

な

時

間

に

な

る

。

院

生

と

の

対

話

が

き

り

よ

く

終

わ

る

こ

と

は

少

な

く

、

�

時

こ

ろ

終

わ

る

。

　

こ

の

ま

え

文

化

祭

で

金

曜

に

授

業

が

な

い

日

が

あ

っ

た

。

金

曜

の

夜

に

家

に

い

る

だ

け

で

、

と

て

も

平

穏

に

感

じ

ら

れ

た

。

　

そ

ん

な

金

曜

夜

の

６

限

（

�

時

�

分

か

ら

�

時

）

は

、

修

士

課

程

１

年

生

の

税

務

判

例

・

事

例

演

習

と

い

う

授

業

が

あ

る

。

院

生

が

１

つ

の

税

務

判

例

に

つ

い

て

詳

細

に

作

成

し

た

レ

ジ

ュ

メ

を

も

と

に

報

告

を

す

る

。

報

告

後

は

受

講

生

同

士

の

質

疑

応

答

で

進

行

す

る

。

い

わ

ば

研

究

会

の

よ

う

な

時

間

で

あ

る

。

　

自

分

で

講

義

を

し

な

い

か

ら

よ

い

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

る

か

も

し

れ

な

い

が

、

そ

う

で

も

な

い

。

院

生

が

報

告

す

る

判

例

に

つ

い

て

、

事

前

に

判

決

文

に

目

を

通

し

、

判

例

評

釈

も

読

ん

で

お

か

な

い

と

適

切

な

授

業

運

営

が

で

き

な

い

か

ら

だ

。

　

青

学

に

着

任

し

６

年

ほ

ど

は

、

毎

週

異

な

る

院

生

が

発

表

す

る

判

例

を

事

前

に

読

む

時

間

の

確

保

に

苦

労

し

た

。

弁

護

士

時

代

は

判

決

文

や

判

例

評

釈

を

熟

読

す

る

時

間

は

な

く

、

要

領

よ

く

担

当

訴

訟

や

案

件

に

関

連

す

る

範

囲

で

速

読

す

る

く

ら

い

し

か

で

き

な

か

っ

た

。

そ

れ

が

研

究

教

育

の

世

界

に

な

る

と

、

そ

う

は

い

か

な

い

。

　

着

任

し

て

�

年

目

の

い

ま

、

長

年

の

蓄

積

で

金

曜

６

限

の

授

業

は

上

手

に

さ

ば

け

る

よ

う

に

な

っ

た

が

、

以

前

は

相

当

に

四

苦

八

苦

し

て

い

た

よ

う

に

思

う

。

　

熟

練

し

た

現

在

で

も

、

読

ん

だ

こ

と

の

な

い

あ

た

ら

し

い

判

例

が

い

く

ら

で

も

現

れ

る

か

ら

、

毎

年

相

当

数

の

初

見

の

判

例

に

対

応

す

る

必

要

が

常

に

あ

る

。

そ

れ

が

と

て

も

、

勉

強

に

な

る

。

　

考

え

て

み

れ

ば

、

�

代

の

金

曜

夜

に

羽

を

伸

ば

す

必

要

な

ど

、

も

う

な

か

っ

た

。

�

歳

で

青

学

に

来

て

�

歳

に

な

っ

た

今

年

ま

で

、

�

代

の

華

金

の

す

べ

て

を

税

法

院

生

の

授

業

に

注

い

だ

こ

と

に

な

る

。

い

ま

思

え

ば

、

実

り

あ

る

税

法

研

究

の

時

間

だ

っ

た

。

成

果

を

５

０

０

頁

の

１

冊

に

ま

と

め

た

の

が

、

本

書

で

あ

る

。

　

授

業

と

違

う

の

は

、

全

て

筆

者

で

あ

る

わ

た

し

が

重

要

判

例

を

語

り

つ

く

し

て

い

る

点

だ

。

こ

の

秋

に

発

売

さ

れ

た

ば

か

り

の

新

刊

で

あ

る

。

判

例

集

と

は

異

な

る

テ

イ

ス

ト

で

、

法

的

思

考

力

を

鍛

え

ら

れ

る

優

れ

た

テ

キ

ス

ト

に

な

っ

た

の

で

は

な

い

か

と

自

負

し

て

い

る

が

、

ど

う

だ

ろ

う

？

　

未

読

の

方

は

、

ず

し

り

と

重

い

の

に

、

水

色

で

爽

や

か

な

カ

バ

ー

の

本

書

を

、

ぜ

ひ

熟

読

し

て

い

た

だ

け

れ

ば

と

思

う

。

　福岡県久留米市は、ふるさと納税制度を活用したクラウドファ

ンディングで５つのプロジェクトを立ち上げ、久留米市の多様な

課題を解決したいとの想いを持った５団体への寄附を募り、活動

支援を行っている。プロジェクト名「懐メロを唄って健康寿命を

延ばす活動を広げたい」（福岡県久留米市×皆で懐メロを唄う会）

もその一つだ。

　久留米市では、介護予防が必要な市民が増加し、それに伴い介

護にかかる費用も増大しているという大きな課題がある。この課

題を解決するためには、単に行政が介護予防の施策を講じるだけ

では不十分なため、市民の一人ひとりが、日常生活の中で介護予

防につながる効果的な活動を、積極的かつ継続的に実践すること

が求められている。

　懐メロに触れることは、医学的にも推奨されている。若い頃を

思い出し自らの記憶に刺激を与えることが、介護予防に効果があ

るといわれ、基本的に大きな声を出すことが、誤嚥予防にもなる。

皆と一緒に集まって話をしたり運動をすることで社会性を維持

し、老化を防ぐ効果があるとされている。これらの活動を、身近

な場所で経済的な負担も抑え、持続可能な活動として多くの人た

ちに提供することが目的だ。多くの久留米市民が健康寿命が延ば

し、結果として、介護保険費や医療費の削減につながることが期

待されている。

　また、久留米市は松田聖子さんや藤井フミヤさんなど多くのミ

ュージシャンを輩出しており、歴史的にも、かつて第一次世界大

戦後に久留米市が預かったドイツ軍兵士を中心に、ベートーベン

の第九の演奏を、初めて市民に披露したのも久留米市といわれて

いる。このように、昔から音楽に対する土壌があり、市民が音楽

に対して関心が強いことも、活動が広がっている理由だ。

「皆で懐メロを唄う会」は�年以上継続しており、参加者のほ

とんどが�歳以上の高齢者。現在、�人ほどのメンバーの中には、

１００歳が１人、�歳代が５人いるという。

　活動内容は、月に一度集まってカラオケの機器を使い、カラオ

ケの映像をプロジェクターでスクリーンに映し出し、歌詞を見な

がら全員で唄っている。ラジオ体操をしたり炭坑節を踊るなどの

身体を動かす活動のほか、時には笑い話や教養番組的な話題を入

れることもしている。

　寄附の受付は、�月１日からスタートしており、締切りは�月

�日で、目標金額は１４０万円。

　寄附金の使途は、カラオケ機器及び周辺器材等を購入し、地域

住民で使えるようカラオケ環境がないコミュニティセンターに設

置していく方針だ。

（１１） 税　の　し　る　べ 令和６年（２０２４年） 月 日　



　東海税務連絡協議会（会長＝尾崎秀明名古

屋税理士会会長）はこのほど、国税庁・全国

納税貯蓄組合連合会共催の令和６年度中学生

の「税についての作文」の中から、優秀作品

に同協議会会長賞を授与した。同協議会は、

平成�年に同協議会会長賞を創設。今年度は、

名古屋国税局管内４県の中学校５２４校から２

万５２４７編の応募があり、８編が同賞を受賞し

た。

　受賞作は次の通り（７編の作文全文を電子

版に掲載しております。１編はタイトル、学

校名、名前のみ）。

【愛知県】

「税がつくる未来」

　愛知県稲沢市立祖父江中学校３年　井上胡桃

「縁の下の力持ち」

　愛知県新城市立千郷中学校２年　荻野葵衣

【静岡県】

「未来へ繋ぐ税」

　静岡県掛川市立桜が丘中学校１年　名倉妃南

「税金のありがたみ」

　浜松市立可美中学校３年　中島陸斗

【三重県】

「消費税の使い道や重要性」

　学校法人暁学園暁中学校３年　加藤あおい

「報恩謝徳」

　学校法人セントヨゼフ女子学園中学校３年　上地友里

【岐阜県】

「当たり前の大切さ」

　岐阜市立岩野田中学校３年　北川小夏

「税金は、今日も『誰か』のために」

　学校法人代々木学園鶯谷中学校３年　杉山瑚胡

　

公

益

社

団

法

人

札

幌

南

法

人

会

（

荒

井

喜

和

会

長

）

は

、

�

月

か

ら

�

月

に

地

域

の

Ｆ

Ｍ

ラ

ジ

オ

放

送

に

よ

る

税

の

啓

発

と

法

人

会

の

広

報

活

動

を

行

っ

て

い

る

。

　

今

年

も

Ｆ

Ｍ

ア

ッ

プ

ル

（

札

幌

市

豊

平

区

）

に

て

、

北

海

道

税

理

士

会

札

幌

南

支

部

の

協

力

の

も

と

、

麻

生

純

司

税

理

士

と

札

幌

南

法

人

会

の

浦

瀧

佳

子

専

務

理

事

が

出

演

し

「

税

を

味

方

に

」

と

題

し

て

、

会

話

形

式

で

法

人

会

の

活

動

や

近

年

の

税

制

に

つ

い

て

の

放

送

を

行

っ

て

い

る

＝

写

真

。

　

今

年

は

、

�

月

中

の

毎

週

金

曜

日

�

時

か

ら

の

�

分

間

、

所

得

税

の

定

額

減

税

年

末

調

整

に

つ

い

て

の

留

意

点

や

賃

上

げ

促

進

税

制

・

ふ

る

さ

と

納

税

な

ど

１

週

ご

と

に

テ

ー

マ

を

も

う

け

て

紹

介

し

て

い

る

。

　

�

月

は

法

人

会

の

活

動

Ｐ

Ｒ

の

コ

マ

ー

シ

ャ

ル

が

１

か

月

間

ラ

ン

ダ

ム

に

流

れ

る

こ

と

に

な

っ

て

い

る

。

　

広

島

国

税

局

は

�

月

�

日

、

広

島

市

中

区

の

広

島

合

同

庁

舎

で

令

和

６

年

清

酒

鑑

評

会

の

表

彰

式

を

開

催

し

た

。

　

今

回

は

、

管

内

（

中

国

５

県

）

の

�

製

造

場

か

ら

吟

醸

酒

、

純

米

酒

、

燗

酒

の

３

部

門

に

計

１

８

８

点

が

出

品

さ

れ

た

。

そ

の

中

か

ら

香

味

の

調

和

に

優

れ

、

高

い

技

術

力

が

評

価

さ

れ

た

吟

醸

酒

�

点

、

純

米

酒

�

点

、

燗

酒

�

点

が

優

等

賞

を

受

賞

し

、

郷

敦

局

長

か

ら

各

部

門

の

代

表

者

に

表

彰

状

が

手

渡

さ

れ

た

＝

写

真

。

　

こ

の

後

、

製

造

技

術

研

究

会

が

開

か

れ

、

酒

類

製

造

関

係

者

ら

が

出

品

酒

の

き

き

酒

を

行

っ

た

。

　

愛

媛

・

大

洲

税

務

署

管

内

青

色

申

告

会

連

合

会

（

若

宮

友

和

会

長

）

は

こ

の

ほ

ど

、

大

洲

税

務

署

（

橘

義

治

署

長

）

に

お

い

て

、

租

税

教

室

な

ど

に

使

用

し

て

い

る

「

１

億

円

レ

プ

リ

カ

」

を

贈

呈

し

た

＝

写

真

。

　

こ

れ

は

、

７

月

に

新

紙

幣

が

発

行

さ

れ

た

こ

と

か

ら

、

新

紙

幣

の

レ

プ

リ

カ

を

調

達

し

、

大

洲

喜

多

租

税

教

育

推

進

協

議

会

（

櫛

部

昭

彦

会

長

）

へ

寄

贈

し

た

も

の

。

　

贈

呈

に

あ

た

り

若

宮

会

長

は

、

「

次

世

代

を

担

う

児

童

・

生

徒

の

皆

さ

ん

に

は

、

新

紙

幣

で

税

の

大

切

さ

を

感

じ

て

も

ら

っ

て

、

し

っ

か

り

と

税

に

つ

い

て

学

ん

で

ほ

し

い

」

と

語

っ

た

。

　

福

岡

・

一

般

社

団

法

人

小

倉

青

色

申

告

会

（

梅

原

祐

治

会

長

）

は

�

月

８

日

、

北

九

州

市

小

倉

北

区

の

毎

日

西

部

会

館

で

「

税

を

考

え

る

週

間

」

の

記

念

事

業

と

し

て

「

第

�

回

青

色

の

集

い

」

を

開

い

た

。

役

員

や

会

員

、

来

賓

と

し

て

小

倉

税

務

署

の

小

林

秀

光

署

長

ら

幹

部

が

出

席

し

た

。

　

ま

ず

、

梅

原

会

長

が

集

い

の

趣

旨

や

地

域

社

会

に

根

差

し

た

公

益

活

動

な

ど

を

話

す

と

と

も

に

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

一

層

密

に

し

て

仲

間

の

輪

を

広

げ

て

い

き

た

い

と

あ

い

さ

つ

。

続

い

て

会

員

増

強

運

動

表

彰

が

行

わ

れ

た

。

　

こ

の

後

の

記

念

講

演

で

は

小

林

署

長

が

「

滞

納

処

分

に

つ

い

て

」

の

演

題

で

、

滞

納

の

発

生

割

合

は

１

・

６

％

で

、

�

・

４

％

は

期

限

内

納

付

さ

れ

て

い

る

こ

と

な

ど

具

体

的

な

数

字

を

挙

げ

な

が

ら

、

督

促

や

差

押

え

、

公

売

、

捜

索

と

い

っ

た

徴

収

関

係

の

仕

事

に

つ

い

て

説

明

し

た

＝

写

真

。

　

ま

た

、

会

員

交

流

会

も

行

わ

れ

、

税

金

ク

イ

ズ

や

ビ

ン

ゴ

ゲ

ー

ム

で

親

睦

を

深

め

た

。

　

埼

玉

・

浦

和

青

色

申

告

会

（

中

村

卓

司

会

長

）

は

こ

の

ほ

ど

、

埼

玉

県

浦

和

合

同

庁

舎

別

館

で

、

浦

和

税

務

署

長

特

別

講

演

会

を

開

い

た

＝

写

真

。

　

講

演

に

は

、

約

�

人

の

会

員

が

参

加

し

た

。

　

講

師

の

谷

田

川

成

揮

署

長

は

、

「

国

の

財

政

と

雑

学

」

と

題

し

て

、

真

岡

税

務

署

長

、

長

岡

税

務

署

長

だ

っ

た

経

験

を

生

か

し

な

が

ら

、

関

東

信

越

各

県

の

特

徴

を

プ

ロ

ジ

ェ

ク

タ

ー

を

駆

使

し

な

が

ら

、

ユ

ー

モ

ア

を

交

え

て

紹

介

し

た

。

　

ま

た

、

国

税

局

の

調

査

査

察

部

勤

務

の

経

験

か

ら

、

査

察

の

実

態

も

紹

介

し

、

適

正

な

納

税

の

意

識

を

高

め

て

い

た

。

　

東

京

・

神

田

税

務

関

係

団

体

連

合

会

は

�

月

�

日

、

Ｊ

Ｒ

御

茶

ノ

水

駅

前

で

、

「

税

の

広

場

」

と

題

し

て

、

広

報

活

動

を

実

施

し

た

＝

写

真

。

　

関

係

６

団

体

の

他

、

神

田

税

務

署

、

千

代

田

都

税

事

務

所

、

千

代

田

区

役

所

、

神

田

消

防

署

、

神

田

警

察

署

な

ど

の

幹

部

、

そ

れ

ぞ

れ

の

公

共

機

関

の

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

も

参

加

し

た

。

　

広

報

活

動

で

は

、

関

係

者

が

広

報

グ

ッ

ズ

の

他

、

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

カ

ー

ド

で

の

ｅ

―

Ｔ

ａ

ｘ

、

無

料

税

務

相

談

、

キ

ャ

ッ

シ

ュ

レ

ス

納

付

な

ど

を

周

知

す

る

チ

ラ

シ

８

０

０

セ

ッ

ト

を

配

布

し

た

。

　

兵

庫

・

公

益

社

団

法

人

淡

路

納

税

協

会

（

石

村

健

会

長

）

は

�

月

６

日

、

が

ん

を

含

む

病

気

や

事

故

、

激

甚

化

す

る

自

然

災

害

な

ど

事

業

継

続

を

脅

か

す

さ

ま

ざ

ま

な

リ

ス

ク

へ

の

備

え

と

な

る

よ

う

事

業

継

続

セ

ミ

ナ

ー

を

開

催

し

、

約

�

人

が

参

加

し

た

。

　

セ

ミ

ナ

ー

は

二

部

制

で

、

第

一

部

は

、

が

ん

専

門

医

で

東

京

大

学

大

学

院

総

合

放

射

線

腫

瘍

学

講

座

特

任

教

授

の

中

川

恵

一

氏

に

よ

る

特

別

講

演

が

行

わ

れ

た

＝

写

真

。

中

川

氏

は

生

活

習

慣

の

改

善

と

従

来

か

ら

あ

る

検

診

を

受

け

る

こ

と

の

重

要

性

を

説

明

。

ま

た

、

経

営

者

は

ま

ず

は

が

ん

を

よ

く

知

る

こ

と

が

大

切

だ

と

述

べ

た

。

　

第

二

部

で

は

、

ア

フ

ラ

ッ

ク

、

Ａ

Ｉ

Ｇ

、

大

同

生

命

か

ら

さ

ま

ざ

ま

な

リ

ス

ク

へ

の

対

応

に

つ

い

て

具

体

的

な

説

明

が

あ

り

、

事

業

継

続

の

観

点

か

ら

理

解

を

深

め

て

も

ら

う

よ

い

機

会

と

な

っ

た

。

（１２）税　の　し　る　べ令和６年（２０２４年） 月 日

年ぎめ本体価格７，６３６円（税込価格８，４００円）

月ぎめ本体価格　６３６円（税込価格　７００円）


	B20241202-税１面-１版-24
	B20241202-税２面-１版-24
	B20241202-税３面-１版-24
	B20241202-税４面-１版-24
	B20241202-税５面-１版-24
	B20241202-税６７面-１版-24
	B20241202-税８面-１版-24
	B20241202-税９面-１版-24
	B20241202-税１０面-１版-24
	B20241202-税１１面-１版-24
	B20241202-税１２面-１版-24

